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ゴ
ル
フ
場
造
成
・
計
画
空
前
の
四
三
カ
所
、
と
北
海
道

新
聞
が
一
面
ト
ッ
プ
で
報
じ
た
の
が
昨
年
五
月
の
こ
と

で
し
た
。
数
年
前
か
ら
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
ブ
ー
ム
が
ゴ

ル
フ
場
建
設
に
集
中
し
て
き
た
の
で
す
。
半
年
後
の
十

一
月
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
が
発
生
し
ま
す
。
札
幌
市

の
隣
の
広
島
町
で
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
が
原
因
で
養
殖
魚

が
九
万
匹
も
死
ん
だ
の
で
す
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
問
題
が
注
目
さ
れ
は
じ
め

ま
し
た
。
生
活
の
基
本
で
あ
る
飲
み
水
は
安
全
だ
ろ
う

か
と
い
う
疑
問
を
ゴ
ル
フ
場
の
近
く
に
住
む
人
た
ち
が

持
ち
は
じ
め
た
の
で
す
。
千
歳
市
で
は
水
道
の
水
源
で

あ
る
ナ
イ
ベ
ッ
川
の
取
水
口
の
す
ぐ
そ
ば
に
ゴ
ル
フ
場

が
建
設
さ
れ
、
市
民
の
反
発
を
招
い
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
場
建
設
は
今
の
と
こ
ろ
千
歳
空
港
近
郊
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ゴ
ル
フ
場
が
全
く
な
か
っ

た
早
来
町
に
八
つ
の
新
設
計
画
が
だ
さ
れ
、
千
歳
市
で

も
従
来
の
七
カ
所
に
加
え
新
た
に
六
カ
所
の
造
成
計
画

が
あ
り
、
既
に
町
面
積
の
一
○
％
を
越
え
て
い
る
広
島

町
で
も
増
設
・
新
設
が
七
カ
所
に
上
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
回
、
ゴ
ル
フ
場
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
て
そ
の
数

の
多
さ
に
た
だ
あ
き
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。
そ
し
て
地

図
に
千
歳
川
を
支
流
を
含
め
書
き
入
れ
ま
し
た
が
、
本

当
に
多
く
の
ゴ
ル
フ
場
が
こ
の
流
域
に
存
在
し
て
い
ま

す
。
こ
の
川
は
江
別
市
の
水
源
で
も
あ
る
の
で
す
。

ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
を
問
題
視
す
る
こ
と
は
、
幾
業
で

の
農
薬
使
用
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
造
成
地
と

な
る
雑
木
林
の
役
割
も
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ス
キ

ー
場
と
同
じ
く
ス
ポ
ー
ツ
と
自
然
保
護
の
両
立
と
い
う

課
題
も
存
在
し
ま
す
。
ゴ
ル
フ
場
問
題
が
投
げ
掛
け
て

い
る
こ
と
は
、
想
像
以
上
に
深
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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広
島
町
で
養
殖
魚
が
大
通
死
し
た
十
一
月
か
ら
翌
年

二
月
ま
で
の
動
き
を
北
海
道
新
聞
の
記
事
で
追
っ
て
み

ま
し
た
。

○
道
内
ゴ
ル
フ
場
新
増
設
は
九
十
三
カ
所

拓
銀
が
十
月
三
十
一
日
に
ま
と
め
た
実
態
調
査
に
よ

る
と
、
新
増
設
が
全
道
で
九
十
三
カ
所
、
千
九
百
八
ホ

ー
ル
と
な
っ
た
。
特
に
苫
小
牧
市
で
八
カ
所
、
早
来
町

で
九
カ
所
と
千
歳
空
港
近
郊
で
の
計
画
が
目
立
つ
。

（
十
一
月
一
旦

○
ゴ
ル
フ
場
に
規
制
の
網

乱
立
す
る
ゴ
ル
フ
場
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
広

島
町
は
ゴ
ル
フ
場
の
新
増
設
に
関
す
る
指
導
要
綱
の
策

定
に
乗
り
出
し
、
早
け
れ
ば
年
内
に
施
行
す
る
方
針
。

（
十
一
月
八
且

○
養
殖
魚
九
万
匹
死
亡

二
十
日
午
前
、
石
狩
・
広
島
町
の
錠
殖
場
で
ヤ
マ
メ

な
ど
養
殖
魚
が
九
万
匹
も
死
亡
し
た
。
こ
の
焚
殖
場
は

近
く
の
ゴ
ル
フ
場
を
水
源
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
ゴ
ル

フ
場
は
十
八
日
午
前
、
有
機
同
水
和
剤
（
キ
ノ
ン
ド
ー
）

を
六
百
～
八
百
霊
散
布
し
て
い
た
。（

十
一
月
二
十
一
旦

○
道
「
農
薬
が
原
因
」
と
断
定

広
島
町
の
養
殖
魚
大
量
死
の
原
因
を
道
は
二
士
一

貝
差
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
し
ま
ま
つ
コ
ー
ス
て

散
布
し
た
農
薬
で
あ
る
と
断
定
し
た
。

（
十
一
月
二
十
三
且

○
千
歳
市
ゴ
ル
フ
場
の
腱
薬
使
用
の
指
導
要
綱
施
行

千
歳
市
は
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
使
用
に
関
す
る
指
導
要

●
新
聞
記
事
か
ら

綱
を
定
め
、
十
一
月
一
日
付
施
行
し
た
。

（
十
一
月
二
十
四
且

○
四
○
ゴ
ル
フ
場
調
査
各
支
庁
に
道
が
通
知

整
殖
魚
大
温
死
事
件
で
、
道
は
二
十
九
日
ま
で
に
道

内
四
○
カ
所
の
ゴ
ル
フ
場
で
芝
の
雪
腐
れ
防
止
の
腱
薬

に
関
す
る
影
響
調
査
を
年
内
中
に
実
施
す
る
よ
う
各
支

庁
に
通
知
し
た
。
調
査
内
容
は
①
磯
薬
の
散
布
通
の
把

鍾
②
水
質
分
析
の
二
本
立
て
。

（
十
一
月
二
十
九
且

○
ド
ジ
ョ
ウ
大
量
死
農
薬
が
原
因

石
狩
・
広
島
町
の
ゴ
ル
フ
場
敷
地
内
の
川
で
ド
ジ
ョ

ウ
が
大
量
死
し
た
が
、
道
の
検
査
で
池
か
ら
殺
菌
剤
チ

ュ
ー
ラ
ム
を
確
認
し
た
。

（
十
二
月
一
日
）

○
凍
結
一
転
、
ゴ
ル
フ
場
へ

石
狩
、
広
島
町
で
住
宅
団
地
近
く
の
砂
利
採
取
場
跡

地
に
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
計
画
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
、

六
日
明
ら
か
に
な
っ
た
。
町
は
こ
れ
ま
で
ゴ
ル
フ
場
新

般
を
事
実
上
凍
結
す
る
姿
勢
で
望
ん
で
き
た
が
、
採
取

場
の
緑
化
対
策
の
一
環
と
し
て
計
画
を
認
め
る
方
針
を

固
め
た
。

（
十
二
月
七
且

○
「
定
霞
網
の
サ
ケ
激
減
」
ゴ
ル
フ
場
造
成
で
汚
濁
水

流
出秋

サ
ケ
定
置
の
一
部
が
水
揚
げ
不
振
に
見
舞
れ
た
石

狩
・
厚
田
漁
協
と
石
狩
漁
協
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
石

狩
町
内
で
造
成
中
の
ゴ
ル
フ
場
か
ら
出
た
汚
濁
水
を
挙

げ
、
ゴ
ル
フ
場
を
開
発
し
て
い
る
札
幌
市
内
の
会
社
に

損
失
補
償
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
七
日
ま
で
に
わ
か
っ

た
。

（
十
二
月
八
日
・
十
二
月
二
十
三
且

ｰ

○
風
蓮
湖
近
く
に
ゴ
ル
フ
場
計
画

国
内
有
数
の
野
鳥
の
宝
庫
、
風
蓮
湖
近
く
で
ゴ
ル
フ

場
建
設
計
画
が
持
ち
上
っ
て
い
る
。
日
本
野
蝿
の
会
根

室
支
部
、
根
室
自
然
保
護
協
会
で
は
近
く
大
矢
根
室
市

長
に
計
画
中
止
の
要
望
醤
を
提
出
す
る
柵
え
だ
。

二
月
四
日
）

○
ゴ
ル
フ
場
中
止
を
講
願
、
日
高
山
脈
・
十
勝
幌
尻
岳

山
麓帯

広
市
の
住
民
有
志
ら
が
同
市
日
高
山
脈
十
勝
幌
尻

岳
周
辺
の
ゴ
ル
フ
場
造
成
計
画
に
対
し
、
艇
薬
汚
染
な

ど
を
理
由
に
、
計
画
の
中
止
を
求
め
る
請
願
を
十
勝
支

庁
、
帯
広
市
な
ど
に
提
出
し
た
。
同
ゴ
ル
フ
場
は
ボ
ロ

シ
リ
観
光
開
発
の
一
環
と
し
て
、
帯
広
市
と
静
岡
県
熱

海
市
の
経
済
人
が
第
三
セ
ク
タ
ー
を
つ
く
り
計
画
し
て

い
た
。

二
月
九
日
）

○
ゴ
ル
フ
場
挫
薬
道
独
自
の
使
用
韮
準
設
定
へ

道
は
ゴ
ル
フ
場
に
散
布
す
る
艇
薬
の
安
全
使
用
基
準

を
独
自
に
設
定
す
る
方
針
を
固
め
た
。
平
成
二
年
度
中

に
ま
と
め
る
予
定
。

二
月
十
三
日
）

○
道
、
ゴ
ル
フ
場
開
発
を
「
規
制
」

道
は
九
○
年
度
中
に
ゴ
ル
フ
場
の
開
発
を
規
制
す
る

指
導
要
綱
を
作
成
す
る
こ
と
を
決
め
た
。二

月
十
六
日
）

○
ゴ
ル
フ
場
、
苫
小
牧
市
が
総
量
規
制

苫
小
牧
市
は
同
市
内
の
ゴ
ル
フ
場
面
穂
を
市
の
総
面

械
の
四
・
五
％
以
内
と
す
る
指
導
要
綱
案
を
ま
と
め
た
。

現
在
、
同
市
の
ゴ
ル
フ
場
面
識
は
二
・
三
％
。

二
月
十
八
日
）

○
稚
内
に
無
農
薬
ゴ
ル
フ
場

〈

稚
内
市
の
「
北
方
オ
ホ
ー
ツ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

言
二
十
八
鯵
、
十
八
ホ
ー
ル
〉
は
農
薬
を
一
切
使
わ

ず
、
地
元
の
漁
業
団
体
と
公
害
防
止
協
定
を
結
ぶ
交
渉

を
進
め
て
お
り
、
道
は
同
計
画
に
特
定
開
発
行
為
と
林

地
開
発
の
許
可
を
出
し
た
。

二
月
二
十
且

○
ゴ
ル
フ
場
十
一
カ
所
か
ら
農
薬
検
出

道
は
道
内
百
三
十
一
の
ゴ
ル
フ
場
の
う
ち
か
ら
五
十

六
カ
所
を
選
び
、
二
百
八
十
五
地
点
で
水
質
を
調
べ
た
。

こ
の
う
ち
十
一
ゴ
ル
フ
場
で
農
薬
成
分
が
検
出
さ
れ

た
。

二
月
二
十
四
日
）

○
農
薬
成
分
ご
と
の
水
質
安
全
値
設
定
へ

理
境
庁
は
ゴ
ル
フ
場
で
使
用
さ
れ
る
農
薬
の
成
分
ご

と
の
水
質
安
全
値
を
設
け
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

二
月
二
十
五
日
）

○
ゴ
ル
フ
場
二
カ
所
計
画
中
止

獄
し
ビ
ル
、
ホ
テ
ル
経
営
の
北
海
道
振
興
は
網
走
・

佐
呂
間
町
と
十
勝
・
幕
別
町
で
こ
こ
一
両
年
に
計
画
し

て
い
た
ゴ
ル
フ
場
建
設
を
中
止
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
道
内
で
計
画
中
の
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
断
念
が
表

面
化
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
。

三
月
一
日
）

○
ゴ
ル
フ
場
開
発
十
八
市
町
村
で
規
制

道
は
二
十
六
日
、
ゴ
ル
フ
場
が
集
中
的
に
立
地
し
て

い
る
道
内
十
八
市
町
村
を
「
規
制
地
域
」
と
す
る
「
ゴ

ル
フ
場
開
発
に
対
す
る
暫
定
措
腫
」
を
ま
と
め
、
同
日

付
で
対
象
市
町
村
に
通
知
し
た
。

三
月
二
十
七
且
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〈
は
じ
め
に
〉

昨
年
十
一
月
、
広
島
町
で
の
養
殖
魚
九
万
匹
全
滅
の

ニ
ュ
ー
ス
は
、
ま
た
た
く
間
に
全
国
を
駆
け
巡
っ
た
。

し
か
も
そ
の
原
因
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
散
布
に
よ
る

＝

広
島
町
ｌ
ゴ
ル
フ
場
ざ
よ
な
ら
の
会
Ｉ

詞

豆糊

鷺小

マ

日
諸
磨
利

と
い
う
報
道
は
、
私
た
ち
を
震
憾
さ
せ
た
。
：
こ
の
事
件

を
契
機
に
私
た
ち
の
「
ゴ
ル
フ
場
さ
よ
な
ら
の
会
」
が

発
足
し
た
。
会
の
目
的
は
、
広
島
町
の
．
コ
ル
フ
場
の
新

増
設
に
反
対
し
、
既
設
ゴ
ル
フ
場
に
対
し
て
は
自
然
環

＝

境
を
良
好
な
も
の
に
保
つ
よ

う
求
め
て
い
く
こ
と
で
あ

》
（
》
。〈

ゴ
ル
フ
場
の
現
状
〉

広
島
町
は
千
歳
空
港
と
札

幌
市
の
中
間
に
位
置
し
〃
ゴ

ル
フ
場
銀
座
″
と
言
わ
れ
て

い
た
が
、
調
べ
て
み
る
と
ま

さ
に
そ
の
通
り
だ
っ
た
。
現

在
七
つ
の
ゴ
ル
フ
場
が
あ

る
、
町
全
体
の
面
積
の
一

○
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。

他
の
市
町
村
が
－
１
二
％
前

後
だ
か
ら
、
い
か
に
多
い
か

が
わ
か
る
。
け
れ
ど
も
さ
ら

に
、
五
つ
の
ゴ
ル
フ
場
新
設

と
二
つ
の
ゴ
ル
フ
場
増
設
の

計
画
が
も
ち
あ
が
っ
て
い

た
。
こ
れ
ら
が
実
現
す
る
と
、

町
全
体
の
面
積
の
約
二
割

（
一
八
・
九
％
）
が
ゴ
ル
フ

場
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ン

〈
ゴ
ル
フ
場
の
収
支
決
算
〉

・
コ
ル
フ
場
が
あ
る
と
そ
の
自
治
体
は
税
の
増
収
と
雇

用
の
拡
大
に
良
い
と
歓
迎
さ
れ
る
が
、
本
当
に
そ
う
な

の
か
ど
う
か
調
べ
た
。
広
島
町
に
は
年
間
三
十
三
万
人

も
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
や
っ
て
く
る
。
け
れ
ど
も
広
島
町

に
は
実
収
入
八
千
九
百
万
円
だ
け
だ
っ
た
。
雇
用
は
．
ハ

ー
ト
や
臨
時
と
い
っ
た
不
安
定
な
も
の
、
し
か
も
何
ら

I 〈
会
の
活
動
経
過
〉

胡
・
吃
・
坊
・
コ
ル
フ
場
さ
よ
な
ら
の
会
発
起
人
会
の

記
者
会
見
（
十
一
名
参
加
）

卯
・
１
．
６
ゴ
ル
フ
場
さ
よ
な
ら
の
会
設
立
総
会

代
表
北
大
助
教
授
三
木
信
弘
氏
を
選

出
。
（
約
四
十
名
参
加
）

１
．
配
広
島
町
議
会
議
員
に
記
名
の
公
開
ア
ン

ケ
ー
ト
送
付

１
．
鋤
公
開
質
問
状
回
収
集
計
（
二
十
五
名
中

二
十
一
名
回
収
）

１
．
羽
広
島
町
議
会
に
ゴ
ル
フ
場
開
発
規
制
に

関
す
る
陳
上
護
提
出

２
．
３
ゴ
ル
フ
場
の
新
増
設
に
反
対
す
る
住
民

集
会
（
約
百
三
十
名
参
加
）

町
の
ゴ
ル
フ
場
の
経
過
を
説
明
す
る
た

め
に
企
画
部
長
出
席
。

２
．
過
広
島
町
長
へ
公
開
質
問
。

２
．
別
町
長
、
質
問
回
答
。
ゴ
ル
フ
場
さ
ょ
な

〃

ら
の
会
の
会
員
に
対
し
て
回
答
に
関
す

る
質
疑
応
答
を
す
る
。

ゴ
ル
フ
場
さ
よ
な
ら
の
会
学
習
会

テ
ー
マ
開
発
と
自
然
環
境

Ｉ
ゴ
ル
フ
場
造
成
に
関
し
て
Ｉ

一

－4－



ゴルフ場実態鯛査集計表
1989年12月現在

ー

千
歳
で
は
現
在
六
カ
所
の
ゴ
ル
フ
場
が
営
業
し
て
い

る
。
オ
ー
プ
ン
し
た
年
を
羅
列
す
る
と
、
昭
和
四
十
四

年
、
四
十
九
年
、
五
十
年
、
五
十
一
年
、
五
十
二
年
、

五
十
九
年
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
、
第
七
番
目
と
し
て

建
設
中
の
も
の
が
あ
り
、
新
設
予
定
の
も
の
の
う
ち
、

Ａ
と
Ｃ
の
二
場
は
先
日
二
月
二
十
一
日
に
市
の
事
前
協

議
を
終
え
た
案
件
と
し
て
、
許
可
権
者
で
あ
る
道
と
の

協
議
に
移
っ
た
と
こ
ろ
で
、
す
ぐ
後
の
Ｂ
、
Ｄ
も
お
お

む
ね
市
の
協
議
が
終
っ
て
お
り
、
Ｅ
が
そ
れ
に
ピ
タ
リ

と
続
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
さ
ら
に
新
設
希
望
は
九

カ
所
程
度
あ
る
。
二
～
三
年
後
に
そ
れ
ら
が
出
来
上
が

る
と
、
千
歳
は
二
○
カ
所
の
・
コ
ル
フ
場
過
密
都
市
に
な

る
。
し
か
も
、
総
量
規
制
は
な
い
の
で
、
も
っ
と
で
き

か
の
健
康
障
害
を
訴
え
る
人
が
存
在
し
て
い
た
。

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
は
、
三
月
町
議
会

の
傍
聴
と
北
海
道
知
事
へ
「
ゴ
ル
フ
場
開
発
規
制
に
関

す
る
要
請
害
」
を
手
渡
す
こ
と
で
す
。
町
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
他
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

道
は
近
含
ゴ
ル
フ
場
に
関
す
る
厳
し
い
開
発
規
制
を

出
す
と
い
う
情
報
が
あ
り
、
私
た
ち
は
期
待
し
て
い
ま

す
。〈

最
後
に
〉

承
な
さ
ん
は
す
で
に
十
分
御
存
知
と
思
い
ま
す
の

で
、
ゴ
ル
フ
場
に
よ
る
自
然
破
壊
や
農
薬
汚
染
に
は
ふ

れ
ま
せ
ん
て
し
た
。
豊
か
な
緑
と
子
供
達
を
安
心
し
て

数
の
多
さ
に
び
っ
く
り
’
千
歳
市

〈
北
海
道
ゴ
ル
フ
場
問
題
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

る
可
能
性
さ
え
あ
る
。
ま
た
市
の
半
分
以
上
が
、
支
笏

湖
を
含
む
国
有
林
で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン

や
そ
の
他
の
開
発
プ
ラ
ン
に
不
随
し
て
で
き
る
国
有
林

活
用
の
ゴ
ル
フ
場
計
画
の
動
き
が
水
面
下
に
あ
り
、
将

来
ど
れ
だ
け
で
き
る
の
か
、
予
測
が
つ
か
ぬ
状
態
だ
。

昨
今
、
リ
ゾ
ー
ト
産
業
は
、
国
内
の
需
要
を
越
え
、
国

外
の
需
要
を
見
積
も
っ
て
、
供
給
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。

国
際
的
リ
ゾ
Ｉ
卜
と
い
う
点
で
、
千
歳
空
港
の
国
際
化

は
、
計
り
知
れ
な
い
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
空

港
の
お
膝
元
の
プ
ラ
ン
で
あ
る
が
故
、
な
に
か
恐
ろ
し

さ
さ
え
感
じ
る
。

市
の
北
東
部
を
南
北
に
丘
陵
が
は
し
る
。
中
間
に
は

コ
ム
ヵ
ラ
峠
と
い
う
見
晴
ら
し
の
よ
い
峠
が
あ
る
。
こ

育
て
ら
れ
る
優
れ
た
環
境
こ
そ
が
、
私
達
の
守
り
育
て

て
い
く
べ
き
も
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
広
島
の
ま
ち

づ
く
り
の
中
で
ゴ
ル
フ
場
を
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
と

い
う
住
民
の
合
意
の
な
い
ま
ま
計
画
が
進
む
の
は
、
住

民
不
在
で
す
。
も
う
こ
れ
以
上
ゴ
ル
フ
場
は
い
り
ま
せ

ん
！
私
達
住
民
は
、
ハ
ッ
キ
リ
と
〃
ゴ
ル
フ
場
ノ
ー
〃

の
意
志
を
表
わ
し
て
い
き
ま
す
。
広
島
町
が
農
薬
汚
染

と
自
然
破
壊
に
洗
わ
れ
る
代
表
的
な
ま
ち
に
な
ら
な
い

た
め
に
。

叩
Ｉ
ｕ
札
幌
郡
広
島
町
山
手
町
五
丁
目
二
の
十
四

「
ゴ
ル
フ
場
さ
よ
な
ら
の
会
」
事
務
局

日
諸
磨
利

冠
○
一
一
’
三
七
三
’
七
○
九
二

－5－

収入

ゴルフ場利用税26,000万円

ゴルフ場法人税 1,100万円

ゴルフ場の固定

資産税
8,500万円

小 計 35,600万円

減額分

国からの交付税75％カット

実収入 8,900万円

市町村の

面積に2)

市町村におけるゴルフ場の現況

箇書 ホール 面積(湖）

市町村面積
にしめる

割合 （％）

石
狩
支
庁

札幌市

江別市

千歳市

恵庭市

広島町

石狩町

当別町

新篠津村

厚田村

111,801

18,883

59,546

29,514

12,091

11,991

42,009

7.851

29,309

13

1

6

4

7

3

戸
③

1

3

243

18

117

90

207

54

126

18

72

1.096

66

765

389

1,286･

307

731

71

452

1.0

0．3

1.3

1.3

10.6.

2．6

1.7

0．9

1.5



Q

難

》

一

…

〃

〃

、ン

千歳市ゴレフ場状況 （面積単位: ha) 千歳市ゴルフ場新設計画

－6－

名 称 H数 面積 備 考

既設 ①
グレート札幌カン

トリークラブ
18 155

※増設のう

わさ

〃 ②
スポーツ振興カン

トリークラフ
18 157.7

〃 ③
千歳パシフィック

カントリークラブ
36 270

〃 ④
シャムロックカン

トリークラブ
18 53.9

※増設のう

わさ

〃 ⑤
ちとせインターゴ

ルフクラブ
9 22．5

〃 ⑥ 恵庭ゴルフクラブ 9 9.9
面積は千歳

市分のみ

建設

中
⑦

ザ・ノースカント

リークラブ
18 99.3 建設中

十
一
三
口

合
口 126 768.3

名 称 H数 面讃

新設

計画
④

札幌チヨダカント

リークラブ
18 103

新設

予定
⑧ 18 202

新設

計画
◎ リレント 18 160

新設

予定 ⑨
フットワークオー

ガスタ
･ 18 139

新設

予定 ⑥
北海道ベルフォー

し
27

新設

希望
○



こ
ら
は
キ
タ
キ
ッ
ネ
、
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
が
生
息
し
、
ク

マ
ゲ
ラ
の
姿
も
見
ら
れ
、
近
く
の
農
地
に
豊
か
な
水
を

供
給
す
る
な
ど
、
自
然
の
豊
か
な
、
い
わ
ば
里
山
で
あ

る
。
そ
の
山
に
び
っ
し
り
隙
間
な
く
ゴ
ル
フ
場
が
並
ぶ

こ
と
と
な
る
。
お
ま
け
に
地
元
で
は
峠
に
、
ワ
イ
ン
城

な
る
け
ば
け
ば
し
い
も
の
を
建
て
た
が
っ
て
お
り
、
森

や
清
水
や
動
物
た
ち
に
縁
の
な
い
場
所
に
変
わ
っ
て
し

ま
う
の
は
間
違
い
な
い
。
峠
の
向
こ
う
に
は
、
三
つ
の

既
存
の
・
コ
ル
フ
場
が
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は
そ
れ
だ
け

で
も
も
う
多
す
ぎ
る
の
だ
が
、
計
画
の
ほ
と
ん
ど
が
、

こ
の
辺
、
市
の
北
東
部
に
集
中
し
て
い
る
。
心
配
さ
れ

る
の
は
、
各
ゴ
ル
フ
場
の
過
当
競
争
に
よ
り
、
よ
り
す

ぐ
れ
た
、
雑
草
の
な
い
グ
リ
ー
ン
に
し
よ
う
と
、
農
薬

を
多
投
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
く
ら
使
用
を
制
限
し
て

も
、
罰
則
規
定
の
な
い
「
指
導
」
程
度
で
は
、
安
全
は

確
保
し
に
く
い
。
こ
れ
ら
の
汚
染
物
質
は
、
千
歳
川
に

流
れ
込
象
、
こ
の
川
の
下
流
に
は
、
江
別
市
民
の
飲
水

を
取
る
取
水
口
が
あ
る
の
に
、
そ
の
こ
と
は
無
視
し
て

い
る
。
お
そ
ら
く
江
別
市
民
も
気
付
い
て
い
な
い
、
も

こ
の
度
の
第
三
次
ゴ
ル
フ
場
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
も

の
が
、
最
も
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
早
来
町
だ

ろ
う
。
今
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
仕
上
げ
で
オ
ー
プ
ン
を
目

前
に
す
る
Ａ
・
建
設
中
の
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｅ
、
Ｆ
ｏ
今
ま
さ

に
道
か
ら
許
可
が
お
り
、
着
工
に
移
ろ
う
と
し
て
い
る

，
。
そ
れ
に
続
く
Ｇ
、
と
次
か
ら
次
へ
と
で
き
て
い
く
。

Ｈ
に
つ
い
て
は
、
浄
水
場
に
接
す
る
位
置
に
あ
る
た
め
、

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
乱
開
発
ｌ
早
来
町

ー

北
海
道
ゴ
ル
フ
場
問
題
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

町
と
し
て
は
、
ゴ
ル
フ
場
で
な
く
何
か
違
う
プ
ラ
ン
を

業
者
に
求
め
て
い
る
そ
う
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
開
発

さ
れ
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
ら
八
カ
所
の
総
面
積
は
町
の

面
積
の
八
・
二
％
を
占
め
る
。
早
来
町
は
、
千
歳
空
港

か
ら
車
で
十
五
分
、
し
か
も
、
地
価
が
安
い
（
一
反
七

万
～
十
万
円
）
と
い
う
こ
と
で
、
殺
到
し
た
ら
し
い
。

こ
れ
ま
で
は
一
つ
も
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
ブ
ー
ム
の

し
分
か
っ
て
い
た
ら
黙
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
千
歳
市
民
の
飲
水
は
、
こ
の
位
置
よ
り
上
流
、

同
じ
く
千
歳
川
の
支
流
で
あ
る
内
別
川
か
ら
と
っ
て
い

る
。
前
記
し
た
造
成
中
の
七
番
目
の
ゴ
ル
フ
場
が
実
は

こ
こ
の
浄
水
場
の
真
上
で
、
当
然
の
こ
と
だ
が
、
地
域

の
人
が
、
オ
ー
プ
ン
を
阻
止
す
る
運
動
を
昨
年
来
続
け
、

二
月
末
に
は
全
市
的
な
も
の
に
広
げ
よ
う
と
、
千
歳
市

民
の
飲
水
を
守
る
協
議
会
を
発
足
さ
せ
る
。
西
島
浩
会

長
は
、
市
民
の
反
対
を
予
期
し
て
、
隠
密
裡
に
計
画
を

す
す
め
て
き
た
市
当
局
に
抗
議
し
、
住
民
参
加
の
地
方

自
治
、
本
来
の
あ
り
方
を
問
い
正
し
た
い
、
と
力
強
い
。

市
内
に
極
め
て
多
く
の
計
画
が
あ
る
と
い
う
こ
と
．

は
、
こ
の
ゴ
ル
フ
場
の
例
と
同
じ
で
、
で
き
る
だ
け
市

民
に
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
隠
密
に
現
在
も
進
め
ら
れ
て

い
る
。
議
員
に
情
報
を
求
め
て
も
今
一
つ
響
い
て
こ
な

い
。
協
議
会
を
通
し
、
ま
ず
は
そ
の
異
常
な
数
の
多
さ

を
市
民
に
知
ら
せ
た
い
、
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
千
歳

市
民
は
、
下
流
の
江
別
市
民
の
飲
水
を
守
る
責
務
も
負

っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

く
先
頭
を
切
っ
て
走
り
出
し
た
。
町
は
昨
年
二
月
に
指
導

要
綱
な
ど
と
と
も
に
八
・
五
％
の
総
量
規
制
を
打
ち
出

し
た
。
し
か
し
こ
の
数
値
は
、
そ
の
後
他
市
町
村
で
出
し

て
き
た
も
の
と
比
較
す
る
と
、
ず
ば
ぬ
け
て
高
い
数
値

で
あ
る
。
な
ぜ
な
の
か
、
そ
の
数
字
の
根
拠
を
町
に
聞

い
た
と
こ
ろ
、
一
気
に
八
つ
の
計
画
が
上
が
っ
た
た
め
、

優
劣
つ
け
ら
れ
ず
、
全
部
を
認
め
、
八
つ
を
上
限
に
す

る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
簡
単
な
答
え
が
返
っ
て
き

た
。
今
後
今
年
度
中
に
道
が
総
麓
規
制
を
す
る
よ
う
だ

が
、
ま
さ
か
八
・
五
％
な
ど
と
い
う
高
い
数
字
は
あ
り

え
な
い
、
せ
い
ぜ
い
一
～
二
％
だ
ろ
う
、
そ
う
し
た
ら

ど
う
す
る
の
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
道
は
町

よ
り
上
だ
が
、
ま
ち
の
考
え
で
や
っ
て
い
く
、
早
来
は

「
適
用
除
外
」
に
な
る
の
だ
と
、
強
気
で
あ
っ
た
。

造
成
工
事
の
進
む
あ
る
ゴ
ル
フ
場
の
近
辺
に
住
む
酪

農
家
の
方
の
話
で
は
、
や
は
り
、
ほ
と
ん
ど
、
住
民
に

計
画
を
知
ら
せ
ず
、
着
工
し
て
い
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

今
、
酪
農
や
農
業
の
不
振
に
つ
い
て
頭
を
痛
め
て
い
た

所
へ
も
っ
て
き
て
の
こ
の
問
題
は
、
ま
さ
に
泣
き
面
に

は
ち
だ
と
い
う
。
彼
ら
は
口
食
に
言
う
、
森
林
の
伐
採

は
、
大
切
な
農
業
用
水
を
奪
う
も
の
だ
と
。
し
か
し
一

方
で
、
土
地
を
お
金
に
変
え
て
、
楽
な
生
活
を
し
た
い

と
考
え
る
人
は
大
勢
い
て
、
地
域
で
ま
と
ま
っ
て
反
対

す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
状
況
だ
。
反
対
者
は
極
々

少
数
に
限
ら
れ
る
。
と
い
う
と
、
そ
の
人
た
ち
は
、
他
の

人
と
比
較
し
て
、
余
裕
あ
る
経
営
を
し
て
い
る
か
と
い

う
と
、
全
く
そ
う
で
は
な
い
。
自
然
の
有
難
さ
を
非
常

に
良
く
わ
か
っ
て
い
て
、
土
と
と
も
に
生
き
、
人
一
倍

苦
労
し
て
真
面
目
に
働
い
て
き
た
か
ら
、
そ
の
土
地
に

離
れ
難
い
執
着
心
を
以
て
い
る
人
た
ち
な
の
だ
。
町
は

－7－
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そ
の
人
た
ち
に
犠
牲
を
強
い
る
べ
き
で
は
な
い
。
町
に

は
満
足
な
病
院
さ
え
な
く
、
住
民
は
た
い
へ
ん
苦
労
し

て
い
る
。
そ
ん
な
町
が
ゴ
ル
フ
場
の
町
に
変
貌
し
て
、

黒
い
ピ
ヵ
ピ
ヵ
の
車
が
沢
山
走
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の

ア
ン
ー
ハ
ラ
ン
ス
が
今
の
日
本
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
な
の

か
。

と
は
言
っ
て
も
ま
だ
諦
め
る
の
は
早
過
ぎ
る
。
私
が

早来町ゴルフ場計画一覧

A.北海道クラシックゴルフクラブ字富岡
18ホール920.590m'成井農林（福島）

B. アーレックスゴルフ倶楽部字北進
18ホール 1,300,000m'博行刊行（苫小牧）

C.北海道早来カントリークラブ字新栄
36ホール2,770,356m2菱空リゾート開発（札幌）

D・ リレント早来カントリークラブ字緑丘、瑞穂
27ホール2,368,807m'太陽住宅興業（東京）

E.オークウッドゴルフクラブ字富岡

18ホール 1,344,581m'北海道朝日開発（札幌）
F.ユニオンジャックカントリークラブ字富岡
18ホール892,014mp早来リゾート開発（早来）

G・新千歳空港カントリークラブ早来コース字富岡
18ホール 1,070,600m' ジェイ・ トップ（東京）

H. (仮）早来ゴルフ場字新栄

18ホール 1,829,654m'千歳ゴルフ倶楽部（東京）
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シ

交
流
を
持
っ
た
酪
農
家
の
方
た
ち
も
、
絶
望
的
な
言
葉

を
発
す
る
が
、
な
ぜ
か
極
め
て
力
強
く
、
熱
気
む
ん
む

ん
で
あ
っ
た
。
二
月
二
十
二
日
に
は
、
東
胆
振
ゴ
ル
フ
場

問
題
住
民
会
議
（
顧
問
門
脇
松
次
郎
氏
）
が
発
足
し
、

早
来
も
そ
の
エ
リ
ア
に
入
れ
た
。
す
で
に
出
さ
れ
た

八
・
五
％
に
対
し
て
道
が
こ
れ
か
ら
出
し
て
く
る
規
制

を
ど
う
絡
め
て
い
け
る
か
、
そ
こ
が
今
後
重
要
に
な
っ

て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

今
の
ゴ
ル
フ
場
ブ
ー
ム
は
も
う
異
常
と
言
う

以
外
に
な
い
程
の
勢
い
で
す
。
特
に
空
港
に
も

近
く
、
道
央
自
動
車
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

も
近
い
ウ
ト
ナ
ィ
湖
周
辺
は
大
変
な
ラ
ッ
シ
ュ

で
す
。
そ
し
て
つ
い
に
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
母
川
で

あ
る
美
を
川
源
流
部
に
、
そ
れ
も
本
来
行
き
過

ぎ
た
．
コ
ル
フ
場
計
画
を
調
整
す
べ
き
行
政
、
千

歳
市
が
第
三
セ
ク
タ
ー
を
作
っ
て
行
な
う
計
画

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
美
々
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
称
し
、
メ
イ
ン
は
工
業
団
地
造
成

な
の
で
す
が
、
企
業
誘
致
の
付
加
価
値
を
高
め

る
為
の
も
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
場
所
は
、
以
前
か
ら
美
食
川
流
域
と
し

て
、
北
海
道
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
す
べ

美
々
川
源
流
部
で
の
ゴ
ル
フ
場
計
画
の
中
止
を
／
、

ゥ
ト
ナ
ィ
湖
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
大
畑
孝
二

く
道
と
し
て
計
画
を
進
め
て
い
る
所
で
す
。
又
、
昨
年

七
月
に
策
定
さ
れ
た
「
北
海
道
自
然
環
境
保
全
指
針
」

の
中
で
も
美
“
川
流
域
は
「
す
ぐ
れ
た
自
然
地
域
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
横
路
知
事
は
、
道
議

会
で
、
千
歳
川
放
水
路
問
題
に
か
ら
め
、
自
然
環
境
保

全
の
立
場
か
ら
放
水
路
の
ル
ー
ト
を
美
々
川
源
流
部
か

ら
迂
回
し
て
ほ
し
い
と
発
言
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
私
達
日
本
野
鳥
の
会
ウ
ト
ナ

ィ
湖
サ
ン
ク
チ
ュ
ァ
リ
、
日
本
野
鳥
の
会
苫
小
牧
支
部
、

同
道
央
支
部
、
苫
小
牧
自
然
保
護
協
会
は
一
月
十
八
日

に
千
歳
市
に
行
き
計
画
の
中
止
の
お
願
い
を
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
前
向
き
な
対
応
は
見
ら
れ

ず
、
二
月
十
五
日
に
は
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
に
も

一

や
‐

も
ｎ
町
も
り

も

畦
ｌも

、
’
ｕ
Ｑ
ｕ
ｑ
ａ
▽
６
。

1
j

1戸
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i 率贈

加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
道
知
事
と
道
議

会
に
対
し
、
ゴ
ル
フ
場
中
止
の
指
導
を

行
っ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
要
望

書
を
手
渡
し
し
て
き
ま
し
た
。
対
応
し

て
下
さ
っ
た
保
健
環
境
部
長
は
、
「
現

在
、
道
で
検
討
し
て
い
る
農
薬
に
関
す

る
指
針
な
ど
と
も
含
め
、
慎
重
に
対
処

し
た
い
．
：
」
と
の
発
言
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
が
、
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
こ
う
し
た
声
に
千
歳

市
が
耳
を
か
た
む
け
、
計
画
か
ら
ゴ
ル

フ
場
を
除
外
し
、
美
を
川
源
流
の
自
然

を
生
か
し
た
、
自
然
公
園
を
作
っ
て
下

さ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
企
業
誘

致
の
視
点
か
ら
も
、
ゴ
ル
フ
場
は
、
あ

っ
ち
に
も
こ
っ
ち
に
も
あ
る
と
い
う
状

況
で
す
。
そ
し
て
空
港
周
辺
は
今
後
大

変
な
勢
い
で
都
市
化
が
進
ん
で
い
く
こ

と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば

な
る
程
、
今
の
自
然
を
残
し
て
お
く
こ

と
が
、
大
き
な
魅
力
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
二
十
年
先
、
三
十
年
先
を
考
え
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

と
に
か
く
、
今
の
ゴ
ル
フ
場
、
リ
ゾ

ー
ト
計
画
の
こ
の
異
常
さ
を
早
く
是
正

し
な
け
れ
ば
、
将
来
に
大
き
な
禍
根
を

残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〔

道内賛助会員のみなさん

署名(臓禰總鑿麗毫縞と)にご協力を！
別送しました署名用紙にご署名下さい。そして出来るだけ早くご返送下

さい｡北海道ゴルフ場問題情報ネットワークと連合は街頭署名も行います。

札幌を振り出しに、江別、千歳とまわって、 4月1日にもう一度札幌で行
います。手伝って下さるかた、連絡を待ちます。
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衆
議
院
選
挙
の
投
票
日
を
目
前
に
控
え
て
、
各
党
の

候
補
者
の
方
々
は
消
費
税
、
農
政
、
土
地
問
題
な
ど
を

争
点
に
し
て
、
厳
し
い
選
挙
論
争
が
展
開
さ
れ
て
お
り

ま
す
。し

か
し
、
昨
年
の
サ
ミ
ッ
ト
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た

よ
う
に
、
地
球
環
境
と
人
間
生
存
の
未
曾
有
の
危
機
を

ど
こ
ま
で
食
い
止
め
ら
れ
う
る
か
が
現
実
の
課
題
と
な

る
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
、
し
か
も
日
本
と
北
海
道

の
自
然
が
リ
ゾ
ー
ト
法
な
ど
に
支
え
ら
れ
た
無
軌
道
な

開
発
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
さ
ら
に
大
規
模
に
削
り
と
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
自
然
の
保
謹
と
環
境
の
保
全

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
政
策
と
論
争
と
が
有
権
者
の
前

に
ほ
と
ん
ど
全
く
提
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
極
め

て
残
念
で
あ
り
、
将
来
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
も
の
と

い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
全
道
で
二
士
菌

衆
鱗
院
選
挙
日
を
前
に
日
本
と
北
海
道
の
自
然
保
護
の

あ
り
方
に
つ
い
て
本
道
各
党
に
問
う
公
開
質
問
状

二
月
十
八
日
の
衆
鐵
院
選
挙
を
前
に
し
て
北
海
道

自
然
保
識
協
会
と
北
海
道
自
然
保
謹
連
合
で
は
各
政
党

の
道
本
部
（
ま
た
は
そ
れ
に
当
た
る
も
の
）
に
対
し
て

九
項
目
か
ら
な
る
公
開
質
問
状
を
発
し
ま
し
た
。
以
下
、

質
問
と
回
答
の
全
文
を
政
党
別
に
掲
載
し
ま
す
。

衆
議
院
選
挙
ョ
を
前
に
日
本
と
北
海
道
の
自
然
保
護

の
あ
り
方
に
つ
い
て
本
道
各
党
に
問
う
公
開
質
問
状

体
を
擁
し
て
い
る
北
海
道
自
然
保
謹
連
合
と
千
三
百
名

の
会
員
を
擁
す
る
北
海
道
自
然
保
謹
協
会
は
、
今
回
の

選
挙
に
候
補
者
を
立
て
ら
れ
て
い
る
道
内
各
党
に
以
下

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
し
、
そ
の
結
果
を
加
盟
団
体
の
会

員
と
道
民
に
広
く
お
知
ら
せ
し
、
判
断
の
一
助
に
し
た

い
と
考
え
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
と
推
察
い
た
し
ま
す
が
、
以
上
の

趣
旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
っ
て
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
総
合
保
養
地
域
整
備
法
（
い
わ
ゆ
る
リ
ゾ
ー
ト
法
）

は
面
穣
十
五
万
ｈ
ａ
菌
後
島
に
相
当
）
に
及
ぶ
重

点
整
備
地
を
指
定
し
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
自
治

体
に
よ
る
公
共
施
設
の
優
先
整
術
な
ど
に
よ
っ
て
民

間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
開
発
行
為
を
支
援
す
る
法
律
で

す
。
重
点
整
備
地
内
で
は
国
立
公
園
の
特
別
地
区
で

の
開
発
が
非
常
に
容
易
に
な
る
な
ど
、
原
生
的
自
然

環
境
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
う
し

て
日
本
に
残
さ
れ
た
残
り
少
な
い
原
生
的
自
然
を
内

需
拡
大
等
の
名
目
で
大
規
模
に
人
エ
的
空
間
に
作
り

替
え
る
こ
の
法
律
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
と
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

２
ゴ
ル
フ
場
が
多
数
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年

十
一
月
広
島
町
で
ヤ
マ
ベ
の
大
量
死
を
招
い
た
よ
う

に
農
薬
散
布
に
よ
る
飲
み
水
の
汚
染
等
、
重
大
な
環

界

シ

境
破
竣
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
子
供

の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
身
近
な
自
然
を
囲
い
込
み
、

遠
ざ
け
る
結
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。
現
存
す
る
ゴ
ル

フ
場
は
今
後
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
と
お
考
え
で
し

ょ
う
か
。
私
た
ち
は
安
心
で
き
る
基
準
が
出
来
る
ま

で
、
道
が
ゴ
ル
フ
場
の
新
設
・
増
設
計
画
を
い
っ
た

ん
凍
結
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ど

う
対
処
さ
れ
る
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

３
現
在
国
有
林
は
膨
大
な
赤
字
を
抱
え
、
赤
字
減
ら

し
の
手
段
と
し
て
人
員
の
削
減
と
並
ん
で
、
森
林
を

第
３
セ
ク
タ
ー
を
含
む
レ
ジ
ャ
ー
企
業
へ
貸
付
る
こ

と
に
よ
る
増
収
策
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
「
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
森
林
を
レ
ジ
ャ

ー
企
業
に
貸
付
を
行
な
う
こ
と
が
奨
励
さ
れ
、
昨
年

成
立
し
た
「
森
林
の
保
謹
機
能
増
進
に
関
す
る
特
別

措
腫
法
」
で
は
保
安
林
の
指
定
解
除
を
お
こ
な
わ
ず

に
保
安
林
内
に
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
設
慨
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
水
源
の
保
全
や
土
砂
の
流
出

の
防
止
な
ど
国
土
の
保
安
機
能
を
持
つ
森
林
を
、
レ

ジ
ャ
ー
施
設
の
た
め
に
伐
採
す
る
こ
と
を
容
易
に
す

る
こ
の
法
律
は
必
要
と
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。
ま

た
現
に
室
蘭
岳
の
水
源
か
ん
よ
う
保
安
林
（
国
有
林
）

で
ス
キ
ー
場
造
成
の
目
的
で
伐
採
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
千
数
百
名
の
市
民
が
根
強
い
反
対
運
動
を
続
け

北
海
道
自
然
保
護
協
会
・
北
海
道
自
然
保
護
連
合

‐

て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
問
題
は
ど
う
解
決
さ
れ
る

べ
き
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

４
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
に
よ
り
炭
坑
の
閉
山
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
山
炭
地
域
や
織
造
不
況
に
よ

っ
て
打
撃
を
受
け
て
い
る
特
定
産
業
依
存
地
域
で

は
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
各
自

治
体
が
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
な
か
に
は
夕
張
市

の
夕
張
岳
ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ー
場
の
よ
う
に
道
立
公
園

内
に
あ
り
世
界
的
に
も
壷
重
な
自
然
を
決
定
的
に
破

壊
す
る
計
画
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

計
画
に
髭
党
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
お
持
ち
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
計
画
以
外
に
地
域
再
生

の
道
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

の
ご
見
解
を
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

５
石
狩
川
の
水
流
を
太
平
洋
に
流
す
目
的
で
千
歳
川

放
水
路
が
開
発
局
の
手
に
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
放
水
路
の
機
能
そ
の
も
の
を
疑
問
視
す
る
意
見

や
エ
事
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
る
残
土
の
処
理
・
騒

音
・
気
候
の
変
化
な
ど
生
活
の
破
壊
、
湿
原
な
ど
の

自
然
環
境
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問

題
を
抱
え
た
放
水
路
計
画
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
対
処
さ
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
放
水
路
計
画
は
北

海
道
開
発
庁
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
《
開
発
庁
の
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
に
つ
い
て
の
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自
由
民
主
党
北
海
道
支
部
連
合
会

さ
き
に
依
頼
の
あ
っ
た
自
然
保
謹
に
か
か
わ
る
質
問

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
回
答
し
ま
す
。

お
考
え
も
、
あ
わ
せ
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

６
一
昨
年
よ
り
北
海
道
に
お
い
て
も
北
海
道
電
力
泊

原
子
力
発
遮
所
が
多
く
の
道
民
に
不
安
を
残
し
た
ま

ま
運
転
を
始
め
ま
し
庵
ま
た
道
北
・
幌
延
町
で
は

各
廃
棄
物
処
理
場
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
原
子

力
発
趣
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
と
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

核
廃
棄
物
処
理
場
を
幌
延
町
に
設
腫
す
る
こ
と
の
可

否
に
つ
い
て
、
処
理
の
あ
り
方
、
立
地
条
件
と
あ
わ

せ
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

７
先
の
３
の
「
特
別
措
瞳
法
」
な
ど
が
出
て
く
る
背

景
に
は
、
い
ゆ
る
「
国
有
林
野
の
赤
字
問
題
」
が
あ

り
ま
す
が
、
国
有
林
は
日
本
の
自
然
環
境
全
体
の
要

の
位
腫
に
あ
り
、
そ
の
保
全
は
、
お
よ
そ
国
有
林
野

か
ら
の
「
収
入
」
に
依
存
す
べ
き
も
の
で
な
く
、
国

庫
に
よ
り
担
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
衆
院
の
農
林
水
産
委
凰
会
も
こ
の
こ
と
を
先
に
強

く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
、
霞
党
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。

８
な
お
、
貴
党
が
日
杢
ま
た
は
本
道
で
自
然
保
謹

上
特
に
重
要
と
考
え
今
後
の
政
策
の
目
玉
と
し
た

い
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
を
お
持
ち
の
場
今
凰
こ
こ
に
お

示
し
く
だ
さ
い
。

９
最
後
に
、
本
道
の
貴
党
で
環
境
問
題
を
調
査
・
研

究
し
、
担
当
す
る
機
関
が
あ
れ
ば
そ
の
名
を
、
ま
た

そ
の
今
後
の
構
想
に
つ
い
て
、
お
教
え
く
だ
さ
い
。

一
九
九
○
年
二
月
七
日

日
本
社
会
党
北
海
逆
本
部

質
問
１現

行
リ
ゾ
ー
ト
法
は
見
直
し
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

①
一
般
国
民
の
長
期
滞
在
を
可
能
に
し
、
そ
れ
を
誘

導
す
る
低
料
金
の
宿
泊
。
利
用
等
施
設
の
整
礁
を

義
務
付
け
る
。

②
自
然
公
園
等
で
の
ス
キ
！
ゴ
ル
フ
場
の
乱
造

乱
開
発
を
規
制
し
、
自
然
公
園
法
、
自
然
環
境
保

全
法
を
優
先
す
る
。

③
開
発
基
本
計
画
の
策
定
に
は
悪
前
に
関
係
機
関
市

町
村
住
民
の
意
見
を
直
接
反
映
さ
せ
る
な
ど
策
定

過
程
の
民
主
化
を
図
る
。

１
自
然
保
護
や
環
境
保
全
対
策
に
関
し
て
は
、
我
が

党
政
府
が
学
繊
経
験
者
な
ど
関
係
者
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
さ
ら
に
、
国
会
に
お
い
て
も
十
分
に
ご
論

議
を
い
た
だ
き
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

１
室
蘭
岳
な
ど
特
定
地
域
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
現

地
の
事
憤
そ
の
他
事
実
関
係
を
十
分
調
査
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

一
蟻
的
に
は
、
市
町
村
蝶
が
判
断
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

１
千
歳
川
放
水
路
は
、
洪
水
対
策
上
、
ま
た
幌
延
の

貯
蔵
高
額
セ
ン
タ
ー
は
、
原
子
力
の
平
和
利
用
を
図

る
う
え
で
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

１
自
然
保
護
に
か
か
わ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
問
題
な
ど
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
軽
々
に
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
ま
す
。

《や

質
問
２い

わ
ゆ
る
「
薬
づ
け
ゴ
ル
フ
場
」
の
乱
造
乱
開

発
は
規
制
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
存
す
る
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
に

与
え
る
影
響
は
じ
め
、
使
用
し
て
い
る
礫
薬
等
を
安

全
面
か
ら
厳
正
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
早
急

に
本
道
に
お
け
る
ゴ
ル
フ
場
造
成
及
び
使
用
農
薬
に

係
る
数
逓
規
制
や
基
準
づ
く
り
を
行
な
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

今
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
の
新
増
設
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
制
基
準
を
も
と
に
種
々

の
検
討
を
加
え
、
浜
重
な
扱
い
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問
３こ

の
法
律
に
つ
い
て
は
、
国
会
で
の
附
帯
決
議
に

あ
る
よ
う
に
①
自
然
環
境
の
保
全
に
十
分
配
慮
し
、

森
林
の
乱
開
発
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
万
全

を
期
す
る
②
地
域
関
係
者
の
以
降
を
十
分
反
映
さ
せ

る
③
総
遜
規
制
及
び
技
術
基
準
を
適
切
に
策
定
し
、

昭
定
に
当
た
っ
て
厳
正
な
審
査
を
行
な
う
ｌ
な
ど
が

前
提
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

室
蘭
岳
の
計
画
は
こ
の
附
帯
決
議
に
基
づ
き
、
慎

重
に
扱
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
４自

然
公
園
内
に
お
け
る
ス
キ
ー
場
な
ど
の
乱
開
発

は
行
な
う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

夕
張
岳
の
ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ー
場
の
計
画
は
、
現
行

法
で
も
ス
キ
ー
場
開
発
が
錫
め
ら
れ
て
い
な
い
第
一

種
特
別
地
域
内
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
お
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

産
炭
地
域
な
ど
特
定
産
業
依
存
の
不
況
地
域
は
、

廷

地
域
の
再
生
を
め
ざ
し
、
例
え
ば
バ
イ
オ
や
構
報
関

連
の
先
端
技
術
を
生
か
し
た
企
業
立
地
、
興
行
団
地

の
造
成
に
よ
る
中
核
企
業
の
誘
致
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
刊

行
の
振
興
な
ど
の
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
政
治
・
行
政
の
手
厚
い
側

面
援
助
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
５こ

の
計
画
は
、
石
狩
川
本
系
の
治
水
対
策
と
し
て

必
要
な
一
つ
の
方
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
伴
う
自
然

環
境
や
一
次
産
業
な
ど
へ
の
影
響
を
未
然
に
防
止
す

る
施
策
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

わ
が
党
は
、
環
境
保
全
を
重
視
し
た
慎
重
な
ル
ー

ト
の
選
定
傭
報
の
公
開
、
関
係
住
民
や
自
治
体
と

の
合
意
を
事
業
実
施
の
前
提
条
件
と
考
え
て
い
ま

す
。

道
開
発
局
に
対
し
て
は
、
関
係
情
報
の
公
開
道

民
合
意
の
原
則
と
と
も
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続

き
行
為
や
着
工
期
間
な
ど
に
つ
い
て
、
民
主
的
な
手

続
き
を
引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

質
問
６原

子
力
発
電
は
安
全
性
等
に
問
題
が
あ
り
、
わ
が

党
は
新
し
い
原
発
や
放
射
性
廃
棄
物
施
設
な
ど
の
建

設
を
認
め
ず
、
火
力
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

図
っ
て
少
し
で
も
早
く
原
発
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

既
に
発
生
し
て
し
ま
っ
て
い
る
放
射
性
廃
棄
物
等

は
外
部
に
持
ち
出
す
こ
と
な
く
、
発
生
者
の
責
任
に

お
い
て
原
則
と
し
て
原
発
敷
地
内
に
管
理
保
管
す
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
幌
延
の
予
定
地

は
地
質
上
に
多
く
の
欠
点
を
有
し
、
不
適
当
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
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質
問
７国

有
林
は
環
境
保
全
機
能
木
材
の
安
定
的
供
給
、

山
村
地
域
の
振
興
、
学
術
文
化
的
価
値
の
高
い
森

林
の
保
存
、
文
化
的
、
教
育
的
活
動
の
場
の
提
供
な

ど
、
社
会
資
本
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
ま

す
。
国
有
林
野
事
業
の
再
建
は
、
長
期
的
展
望
に
た

っ
た
抜
本
策
を
国
の
責
任
で
実
行
す
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。

わ
が
党
は
、
国
有
林
野
事
業
の
財
政
再
建
具
体
策

と
し
て
、

①
現
在
の
独
立
採
算
制
を
前
提
と
し
た
特
別
会
計
制

度
を
、
壷
産
管
理
と
経
営
成
果
の
把
握
を
目
的
と

し
た
特
別
会
計
制
度
に
改
め
る
。

②
国
有
林
環
境
保
全
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
の
特
別

な
黄
金
に
つ
い
て
は
「
公
益
勘
定
」
を
つ
く
っ
て

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
。

③
国
有
林
野
事
業
の
目
的
達
成
の
た
め
に
生
じ
て
く

る
赤
字
に
つ
い
て
も
一
般
会
計
か
ら
補
て
ん
措
腫

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ｌ
等
を
主
張
し
て
い

ま
す
。

質
問
８環

境
破
壊
が
地
球
規
模
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
な

か
で
、
わ
が
党
は
緑
の
地
球
計
画
の
推
進
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
「
国
連
緑
基
金
」
の
創
設
に
努
力
し
、

国
際
的
な
地
球
環
境
保
全
の
機
描
に
従
来
以
上
の
人

的
・
物
的
な
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
国
際
的
自
然
保

護
組
織
な
ど
、
非
政
府
環
境
保
全
組
織
の
国
際
連
帯

の
強
化
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

国
内
に
お
い
て
は
、
公
害
を
な
く
し
、
い
の
ち
と

み
ど
り
と
理
境
を
守
る
た
め
、
「
環
境
、
公
害
関
係
法

公
明
党
北
海
道
本
部

質
問
１現

在
の
リ
ゾ
ー
ト
法
は
、
自
然
公
園
法
・
農
地
法

等
で
開
発
制
限
を
受
け
て
い
た
土
地
と
環
境
に
関
す

る
規
制
を
緩
和
し
て
し
ま
う
も
の
で
問
題
が
多
い
。

特
に
、
国
立
・
国
定
道
立
公
園
等
の
自
然
公
園
は

公
共
財
産
で
あ
り
、
民
間
蛮
本
の
導
入
に
よ
る
私
物

化
は
許
せ
な
い
。
こ
の
法
に
は
、
そ
の
躍
観
を
生
か

し
、
充
実
さ
せ
る
と
い
う
視
点
が
掛
け
て
い
る
と
思

う
。
翼
の
リ
ゾ
ー
ト
を
考
え
る
な
ら
、
国
際
的
に
低

い
日
本
自
然
保
護
の
水
準
を
高
め
、
そ
の
地
の
豊
か

な
自
然
、
町
並
み
、
独
自
の
文
化
を
大
切
に
し
育
て

る
よ
う
な
法
律
に
す
べ
き
だ
。

質
問
２

の
徹
底
見
直
し
」
を
行
い
、
大
気
汚
染
対
策
、
水
と

食
品
の
安
全
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
・
処
分
な
ど
に

つ
い
て
、
新
立
法
や
行
政
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

ま
た
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
の
法
制
化
」
や
「
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
の
確
立
」
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

な
お
、
こ
の
分
野
の
賦
験
・
調
査
研
究
の
充
実
が

必
要
で
あ
り
、
本
道
に
お
い
て
も
、
公
害
研
究
所
の

充
実
・
発
展
と
し
て
「
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
」
（
仮
称
）

の
創
設
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
９日

本
社
会
党
北
海
道
本
部
で
担
当
し
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
た
め
、
道
本
部
に
お
け
る
調
査
・
研
究

体
制
充
実
に
向
け
努
力
す
る
。

写

ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
使
用
方
法
等
に
関
す
る
規
制
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。
ゴ
ル
フ
場
も
含
め
、
環
境
に
影

響
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る
開
発
に
対
処

し
、
〃
住
民
参
加
情
報
公
開
“
の
原
則
に
基
づ
い
て
、

実
効
あ
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
の
制
定
、
ま
た
、

同
法
を
踏
ま
え
地
方
の
環
境
特
性
に
適
合
し
た
条
例

の
制
定
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
法
律
や
条
例
環
境
保
全
に
関
す
る
規

制
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
、
道
内
の
ゴ
ル
フ
場
の
新
・

増
設
計
画
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
。

質
問
３別

紙

質
問
４開

発
は
、
自
然
保
護
と
の
調
和
の
う
え
に
行
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
夕
張
岳
ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ー
場
計
画

は
、
現
在
、
調
査
さ
れ
て
い
る
段
階
だ
が
、
溌
璽
な

自
然
を
破
域
す
る
よ
う
な
ら
断
固
反
対
す
る
。

産
炭
地
域
の
再
生
に
は
、
地
域
の
状
況
と
と
も
に

全
道
的
見
地
も
必
要
で
あ
る
。

質
問
５放

水
路
計
画
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
や
社
会
環

境
等
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
声
が
多
い
と
と
も
に
、

洪
水
被
災
地
域
住
民
に
期
待
の
声
が
あ
る
の
も
事

塞
こ
の
た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
ゞ
再
度
総
合
的

な
石
狩
川
水
系
洪
水
対
策
の
中
で
検
討
す
こ
と
も
含

め
、
今
後
、
関
係
者
の
間
で
十
分
時
間
を
か
け
て
協

議
し
、
地
域
住
民
、
関
係
者
の
合
意
を
得
て
、
慎
重

に
す
べ
き
だ
。

開
発
庁
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
ル
ー

ト
決
定
を
見
て
も
、
一
部
関
係
自
治
体
並
び
に
地
域

住
民
の
以
降
を
無
視
し
た
形
で
行
わ
れ
て
お
り
、
宮

_望

主
導
に
過
ぎ
て
問
題
を
残
し
て
い
る
。

質
問
６将

来
展
望
と
し
て
は
、
原
子
力
に
依
存
し
な
い
体

制
（
脱
原
発
）
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。
そ
の
た

め
、
原
子
力
発
電
に
代
わ
る
電
源
供
給
シ
ス
テ
ム
の

開
発
整
備
な
ど
技
術
開
発
を
全
力
で
促
進
す
る
。
既

存
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト
の
効
率
化
、
無
公
害
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
と
し
て

天
然
ガ
ス
な
ど
を
利
用
す
る
燃
料
趣
池
発
電
地
学

的
条
件
を
生
か
し
た
地
熱
発
趣
・
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
、
電
熱
併
給
シ

ス
テ
ム
の
普
及
等
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
化
石
燃
料
に
よ
る
地
球
環
境
の
破
壊
を
防

ぐ
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
蜜
型
の
生
活
ス
タ
イ

ル
・
産
業
描
造
を
「
節
約
型
」
「
リ
サ
イ
ク
ル
型
」
へ

転
換
し
て
い
く
。
し
か
し
、
今
日
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
策
と
し
て
は
原
子
力
発
蹴
が
全
電
力
供
給
渥
の

約
三
○
％
を
占
め
、
さ
ら
に
、
無
黄
源
国
・
石
油
輸

入
大
国
と
し
て
の
立
場
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
厳

し
い
現
状
も
無
視
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
①
自
主
．

民
主
・
公
開
の
原
則
遵
守
②
厳
格
な
安
全
性
の
確
保

③
住
民
合
意
の
形
成
④
蕊
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

ｌ
な
ど
を
前
提
に
現
実
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
核

廃
棄
物
処
理
場
の
幌
延
町
設
腫
に
は
反
対
で
あ
る
。

質
問
７林

野
会
計
に
お
け
る
独
立
採
算
制
は
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
治
山
・
治
水
、
自

然
保
護
、
水
資
源
の
か
ん
蓑
遺
伝
子
保
全
林
の
保

謹
そ
の
他
各
種
保
安
林
等
の
公
益
的
機
能
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
森
林
に
関
す
る
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
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＃
）

必
要
な
規
制
を
行
い
、
そ
れ
に
伴
っ
て
不
足
す
る
財
行
為
が
規
制
緩
和
さ
れ
る
こ
没
に
な
る
の
は
、
率

源
に
つ
い
て
は
国
庫
の
一
般
会
計
か
ら
出
す
よ
う
主
直
に
言
ソ
て
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
初
、
心

喪
し
て
い
る
。
配
し
て
い
た
従
来
型
の
ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ
ー
場
の

質
麗
８
よ
う
な
人
規
模
開
発
は
、
実
管
的
に
認
め
ら
れ
な

①
公
害
防
陰
宮
然
俸
謹
生
活
環
境
の
保
全
《
い
ほ
ど
厳
し
い
総
量
規
制
や
技
術
基
準
が
課
せ
ら

景
観
保
全
、
文
化
環
境
保
全
さ
ら
に
は
、
詫
端
技
れ
て
い
る
保
安
林
に
お
い
て
侭
そ
の
保
安
林
の

術
等
に
か
か
わ
る
新
し
い
時
代
の
公
害
等
〃
も
対
所
有
梅
省
等
が
、
保
安
林
を
解
除
し
て
普
通
林
に

処
し
、
環
境
ト
ー
タ
ル
の
保
全
と
創
造
を
日
指
す
し
、
そ
の
う
え
で
開
発
を
行
っ
て
し
ま
う
懸
念
が

「
環
境
保
全
基
本
塗
制
定
。
あ
り
、
事
実
、
近
年
は
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
き

③
開
発
等
に
よ
り
急
速
に
失
わ
れ
て
い
る
白
然
．
て
い
た
《
（
そ
の
場
合
、
保
安
林
解
除
の
申
請
が
な

景
勝
地
、
文
化
的
・
艇
史
的
遺
産
等
を
国
民
の
力
さ
れ
る
乙
、
個
人
の
所
有
権
が
強
く
保
謹
さ
れ
て

に
よ
り
保
全
し
て
い
く
た
め
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
い
る
現
何
の
法
体
系
の
下
で
賎
ほ
と
ん
ど
そ
の

ラ
ス
ト
法
・
条
例
」
し
制
定
。
申
譜
を
求
め
ざ
る
を
得
ず
、
結
采
的
に
乱
開
発
を

③
都
市
緑
化
基
金
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ズ
ト
団
許
す
現
状
と
な
っ
て
い
る
）
子
の
意
味
で
は
、
こ

体
、
分
収
育
林
制
度
へ
の
寄
付
、
出
資
者
脈
対
す
の
特
措
法
の
施
行
を
機
に
、
森
林
法
第
十
条
に
基

る
税
の
優
遇
措
慨
の
実
施
。
づ
く
普
通
林
の
開
発
行
為
に
対
し
て
も
、
残
地
森

③
緑
地
の
保
全
を
図
色
た
め
、
民
間
の
山
鉢
所
有
林
の
比
李
を
高
め
る
な
ど
、
子
の
運
用
に
お
い
て

者
が
、
森
林
等
の
保
全
・
管
理
を
公
共
団
体
や
公
開
発
行
為
が
規
制
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

益
団
体
に
信
託
す
る
羅
地
信
託
制
産
の
確
立
。
と
は
、
符
措
法
制
定
に
伴
う
油
及
効
果
の
一
つ
と

質
闘
９

し
て
高
く
評
価
で
き
る
。

公
明
党
・
北
海
道
グ
リ
ー
ン
会
議
③
従
来
ま
で
の
開
発
行
為
は
、
一
端
開
発
さ
れ
て

質
縄
３
別
紙
し
ま
う
姪
ら
ば
、
た
と
え
開
琴
者
が
野
放
図
に
運

１
森
林
保
健
機
能
増
進
特
別
措
置
法
（
以
下
、
一
特
措
営
し
よ
っ
と
、
そ
れ
を
取
り
鋪
ま
る
こ
と
は
で
き

法
」
と
い
う
）
に
対
す
ゐ
公
明
党
の
態
度
な
か
っ
に
。
し
か
し
、
特
措
法
に
基
づ
く
開
発
行

第
二
六
回
国
会
に
お
け
る
特
措
法
の
制
壼
に
際
為
は
、
朴
野
行
政
の
枠
内
に
留
め
た
ま
ま
で
の
行

，
）
て
は
賛
成
し
た
。
為
で
あ
る
と
の
位
置
付
け
に
だ
っ
て
い
る
た
め
、

２
賛
成
の
理
由
万
一
、
尚
辺
近
況
に
悪
影
響
葬
及
ぼ
す
よ
う
な
こ

“
特
措
法
に
基
づ
く
森
林
保
健
施
設
の
整
細
が
、
と
に
な
れ
ば
、
現
状
復
帰
命
令
を
も
出
せ
る
ほ
ど
、

森
林
の
持
つ
保
健
機
能
の
高
度
発
揮
と
森
林
・
山
当
局
が
そ
れ
を
厳
し
く
指
導
で
き
る
よ
う
に
な
っ

村
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
に
な
る
。
て
い
る
．

③
特
措
法
に
お
い
て
保
安
林
内
に
お
け
系
開
発
３
な
お
、
公
明
党
は
、
こ
の
特
措
法
案
の
成
立
に
際

日
本
共
産
党
北
海
道
委
員
会

賓
問
１
に
た
い
す
る
回
琶

第
一
○
八
回
会
で
、
い
わ
ゆ
る
リ
ゾ
ー
ト
法
が
日
本

共
産
党
の
反
対
の
み
ｃ
成
立
し
、
全
国
各
地
で
リ
ゾ
ー

ト
・
ブ
ー
ム
が
新
し
い
局
面
に
入
っ
て
い
ま
す
。
日
本

共
産
党
は
、
現
行
の
ゾ
ゾ
ー
ト
法
は
根
本
的
な
改
正
が

求
め
ら
れ
て
い
る
し
考
え
ま
す
。
第
一
に
大
企
業
本

意
・
住
民
に
犠
牲
を
し
い
る
地
域
開
発
を
ゆ
ざ
す
も
の

で
へ
住
民
本
意
の
民
士
的
地
域
開
発
を
進
め
る
う
え
で

障
害
と
な
り
、
第
一
に
法
に
よ
っ
て
開
発
偶
先
の
レ
ー

ル
が
敷
か
れ
、
自
然
索
境
破
壊
に
つ
な
が
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
重
大
な
問
題
点
が
あ
る
以
上
、
廃
止
を
含
む

抜
本
的
再
検
討
が
必
妄
で
す
。

（
質
問
２
に
た
い
す
る
回
琶

既
設
ゴ
ル
フ
場
は
壱
農
薬
化
、
有
機
水
銀
な
ど
の
水

質
規
制
養
殖
魚
な
ど
に
よ
る
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
で
の

し
て
は
、
乱
開
発
か
ら
森
林
を
守
る
立
場
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
厳
し
い
質
問
や
確
認
を
行
な
う
僅
同
時
に
、

①
比
較
的
規
模
の
入
き
い
森
林
保
健
施
殻
を
確
備
す

る
場
合
は
、
都
道
府
県
知
事
が
森
林
施
業
計
画
を
認

定
す
る
際
、
都
道
府
県
森
林
審
議
会
の
意
見
を
聴
く

な
ど
、
関
係
者
の
音
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
、

②
総
趣
規
制
や
技
術
基
準
に
つ
い
て
は
、
小
流
域
毎

に
適
用
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
国
土
保
令
水
質
源

か
ん
謎
、
生
活
認
活
保
全
な
ど
、
森
林
の
諸
機
能

に
支
障
を
及
ほ
さ
ら
い
よ
う
に
す
る
、
穂
ど
措
置
法

に
運
用
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
事
項
表
付
帯
決
議

に
付
す
な
ど
、
万
主
を
期
し
た
も
の
と
確
信
し
て
い

る
。

筵

監
視
琴
義
務
づ
け
る
な
ど
安
全
監
視
を
つ
よ
め
る
く
さ

で
す
。道

内
各
地
の
ゴ
ル
フ
場
新
増
設
計
画
は
百
カ
所
を
超

え
て
い
ま
す
。
今
後
、
新
規
の
許
可
を
一
時
凍
結
す
へ

き
で
す
。
．

ゴ
ル
フ
場
建
設
に
つ
い
て
は
、
土
地
利
用
計
画
上
の

問
題
点
大
規
模
な
農
地
や
森
林
つ
ぶ
し
に
よ
る
土
砂

流
出
と
保
水
力
低
下
、
大
避
農
薬
散
布
に
よ
る
汚
染
ら

ど
、
危
倶
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
新
増
設
計
画
に
関
す
る
憎
報
を
住
民
に
オ
ｉ

ブ
ン
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

凍
緕
の
継
続
を
求
め
た
り
、
ま
た
凍
結
解
除
の
撤
画

を
求
め
る
住
民
運
動
も
大
切
で
す
。
ゴ
ル
フ
場
の
開
発

に
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
す
。
道
と

し
て
、
こ
れ
以
上
の
ゴ
ル
フ
場
の
新
設
を
認
め
な
い
「
味

結
宣
言
」
を
行
な
う
こ
と
も
、
一
つ
の
方
法
と
考
え
注

す
。（

質
問
３
に
た
い
す
る
回
琶

森
林
は
、
国
土
保
全
の
た
め
に
、
ま
た
身
近
な
自
鈴

環
境
非
し
て
も
き
わ
め
て
重
変
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
乱
開
発
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
々

昨
鑓
来
成
立
し
た
「
森
林
保
健
特
別
措
腫
法
」
は

森
林
法
及
び
保
安
林
制
度
を
空
洞
化
し
、
レ
ジ
ャ
ー
施

設
な
〆
の
開
発
を
優
先
す
る
も
の
で
、
日
本
共
産
党
．

革
新
＃
同
国
会
議
員
団
は
強
く
反
対
し
ま
し
た

ス
キ
ー
場
建
設
に
ゆ
れ
る
室
岡
岳
問
題
健
何
よ
り

も
市
民
的
合
意
を
尊
璽
し
、
懐
重
に
対
処
さ
せ
る
べ
き

問
題
で
す
。
ア
セ
ス
な
ど
必
変
な
情
報
の
公
開
、
住
氏

の
知
語
権
利
が
十
分
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
巳

ん
。
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賓
問
５
に
た
い
す
る
回
琶

水
系
を
別
に
か
え
る
千
歳
川
放
水
路
計
画
は
、
御
指

摘
の
よ
う
に
自
然
、
社
会
両
環
境
に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
さ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
計
画
を
凍
結
し
、

石
狩
川
本
流
対
策
、
千
歳
川
水
系
の
治
水
対
策
を
科
学

者
も
含
め
て
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

．
ま
た
放
水
路
に
か
か
わ
る
委
託
調
査
な
ど
関
係
資
料

の
公
開
、
住
民
の
疑
問
へ
の
誠
実
な
対
処
な
ど
、
開
発

庁
・
開
発
局
の
秘
密
主
義
的
体
質
を
改
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

土
木
業
者
の
た
め
の
仕
事
確
保
優
先
の
開
発
局
の
姿

（
質
問
４
に
た
い
す
る
回
答
）

リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
、
環
境
保
全
に
留
意
し
、
住
民
本

意
に
進
め
ら
れ
れ
ば
、
住
民
の
期
待
に
こ
た
え
、
地
域

活
性
化
に
役
立
つ
こ
と
も
可
能
で
す
。

夕
張
岳
ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、
道
立
自

然
公
園
内
の
一
種
地
域
に
展
開
さ
れ
る
も
の
で
、
ユ
ウ

バ
リ
コ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
貴
重
な
自
然
に
重
大
な
影
響
を

お
よ
ぼ
す
こ
と
は
さ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
種
地
域
の
除

外
や
高
山
植
物
群
を
国
指
定
の
文
化
財
に
早
期
指
定
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
道
議
会

で
も
日
本
共
産
党
議
員
が
と
り
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

夕
張
市
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
①
綴
後
の
炭
鉱
と
な

っ
た
三
菱
大
夕
張
鉱
を
国
の
寅
任
で
存
続
さ
せ
る
。
②

そ
こ
で
生
活
す
る
市
民
の
福
祉
・
教
育
を
向
上
さ
せ
、

安
心
で
き
る
福
祉
・
保
健
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
。

③
札
幌
・
千
歳
両
市
に
近
い
利
点
を
生
か
し
、
集
約
的

農
業
の
発
展
、
公
立
児
童
生
徒
研
修
村
な
ど
国
や
道
の

財
政
援
助
の
も
と
、
住
民
参
加
の
再
建
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
質
問
８
に
た
い
す
る
回
答
）

北
海
道
は
周
囲
を
海
に
か
こ
ま
れ
理
か
な
大
地
と
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
二
十
一
世
紀
の
日
本

に
と
っ
て
も
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
本
道
の
自
然
を
破

壊
か
ら
守
る
こ
と
は
特
別
に
重
要
で
す
。

当
面
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
を
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
指
定
地

に
す
る
、
道
立
厚
岸
公
園
の
国
定
公
園
へ
の
昇
格
、
釧

路
湿
原
で
の
ゴ
ル
フ
場
計
画
な
ど
の
開
発
の
規
制
、
計

画
を
中
止
な
ど
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
自
然
保
護
基

（
質
問
７
に
た
い
す
る
回
菫
巳

会
計
方
式
の
改
善
が
必
要
で
す
。
治
山
治
水
な
ど
公

共
的
事
業
は
国
庫
負
担
に
し
、
造
林
事
業
の
借
入
金
は
、

林
業
糖
算
の
長
期
性
を
考
慮
し
、
少
な
く
と
も
民
有
林

な
み
の
利
子
補
給
を
お
こ
な
う
な
ど
赤
字
の
軽
減
を
は

か
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
緑
の
保
存
、
空
気
浄
化
な
ど
自
然
環
境
保
全
機

能
を
算
定
・
評
価
し
、
国
庫
負
担
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

（
質
問
６
に
た
い
す
る
回
垂
与

国
民
の
生
命
と
財
産
は
、
全
国
各
地
で
重
大
化
す
る

原
発
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
性
未
確
立

の
原
発
の
新
増
設
を
や
め
、
既
設
原
発
に
つ
い
て
は
住

民
参
加
で
総
点
検
し
、
永
久
停
止
を
含
む
必
要
な
措
腫

を
と
る
べ
き
で
す
。
政
府
と
遮
力
資
本
に
よ
る
根
拠
の

な
い
安
全
宣
伝
は
や
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
技
術
的
に
は
未
知
の
分
野
で

す
。
幌
延
の
核
廃
棄
物
処
理
場
計
画
は
白
紙
撤
回
す
べ

き
で
す
。
幌
延
は
地
質
的
に
も
適
地
で
あ
り
ま
せ
ん
。

勢
は
疑
問
で
す
。

ン

民
社
党
北
海
道
連
合
会

１
リ
ゾ
ー
ト
法
に
つ
い
て

ご
質
問
の
通
り
一
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
基
準
と
し

て
、
リ
ゾ
ー
ト
法
に
基
づ
き
指
定
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
北
海
道
で
は
第
一
号
と
し
て
、
大
雪
・
富
良

野
地
域
の
一
二
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
地
域
が
指

定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
開
発
す
る
総
面
識
は
二
万
七

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
全
体
の
八
％
程
度
と
な
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
実
際
の
施
設
の
整
備
面
械
は
、
そ
の
一

部
と
な
る
計
画
で
あ
る
が
、
自
然
環
境
の
保
全
を
基

本
と
し
て
お
り
、
法
の
運
用
に
つ
い
て
も
同
様
の
考

え
方
で
施
行
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

２
ゴ
ル
フ
場
の
開
発
に
つ
い
て

北
海
道
は
四
七
都
道
府
県
の
中
で
鍛
大
の
ゴ
ル
フ

場
を
有
す
る
地
域
と
な
つ
い
る
。

さ
ら
に
描
想
や
計
画
も
含
め
て
ゴ
ル
フ
場
の
開
発

ラ
ッ
シ
ュ
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
現
在
、
各
自
治
体

毎
に
開
発
限
度
面
械
を
定
め
て
規
制
し
て
い
る
が
、

こ
れ
を
道
と
し
て
地
域
毎
に
開
発
上
限
を
規
定
し
、

更
に
水
系
の
安
全
施
設
の
整
備
等
も
盛
り
込
ん
で
全

（
質
問
９
に
た
い
す
る
回
琶

日
本
共
産
党
北
海
道
委
員
会
の
常
設
専
門
機
関
と
し

て
化
学
技
術
部
（
寅
任
者
国
府
谷
盛
明
）
が
あ
り
、

環
境
問
題
の
調
査
・
研
究
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

製
作
委
員
会
で
は
環
境
問
題
に
関
す
る
政
策
的
検
討
を

お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
法
の
制
定
や
、
自
然
保
護
国
立
研
究
所
の
設
鱈
と
北

海
道
へ
の
誘
致
、
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
の
森
（
仮
迩
械

想
な
ど
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

_シ

道
的
な
規
制
措
圃
を
実
施
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。

３
ス
キ
ー
場
造
成
に
つ
い
て

ス
キ
ー
場
の
造
成
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
特
別

保
謹
地
域
や
第
一
種
指
定
地
域
な
ど
は
、
除
外
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
ご
質
問
の
通
り
根
強
い
反
対
運

動
の
意
向
を
受
け
て
地
域
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

ら
れ
る
様
な
計
画
の
見
直
し
な
ど
を
識
じ
て
行
く
べ

き
も
の
と
考
え
ま
す
。

４
夕
張
ワ
ー
ル
ド
計
画
に
つ
い
て

ご
質
問
の
通
り
、
夕
張
ワ
ー
ル
ド
開
発
計
画
は
、

道
立
公
園
内
に
あ
り
、
特
に
山
頂
付
近
に
は
天
然
記

念
物
に
価
す
る
高
山
植
物
が
繁
茂
し
て
お
り
、
さ
ら

に
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生
息
な
ど
に
も
配
慮
し
て
、
こ

れ
ら
は
天
然
記
念
物
に
指
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
一

え
、
道
教
委
・
文
化
庁
も
現
地
調
査
を
実
施
す
る
な
Ｍ

ど
の
状
況
に
至
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
ワ
ー
ル
ド
開
発
計
画
は
計
画
を
再
検

討
し
て
自
然
保
護
に
配
慮
し
て
進
め
る
姿
勢
で
対
処

す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

５
千
趣
川
放
水
路
に
つ
い
て

千
歳
川
放
水
路
計
画
の
発
想
は
、
昭
和
五
十
六
年

の
大
水
害
以
降
に
石
狩
川
の
増
水
対
策
と
し
て
起
案

さ
れ
た
も
の
で
、
ご
質
問
の
通
り
、
残
土
の
処
理
や

気
候
の
変
化
な
ど
事
前
に
合
意
す
る
努
力
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
従
っ
て
道
開
発
庁
の
主
体
と
共
に
道

庁
と
し
て
も
、
地
域
環
境
問
題
な
ど
の
対
処
策
を
示

す
な
ど
地
域
の
農
業
に
対
す
る
配
慮
な
ど
、
所
要
の

措
腫
を
と
っ
て
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。

６
原
子
力
発
電
と
幌
延
の
計
画
に
つ
い
て

泊
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
地
域
へ
の
影
瀞
と
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冒
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０
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画
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Ⅱ

Ⅱ
■

年
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
岬

０

Ⅱ１１１■

９

■

■
Ⅱ

ｌ

〃
、
６

１

Ⅲ
『
北
の
自
然
』
娼
号
に
同
封
し
た
ァ
連
合
提
出
文
書
の
紹
介
を
希
望
す
る
人
岬卜

“
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。
回
は
少
数
で
し
た
。

Ⅲ川

州
収
数
は
六
十
六
通
、
道
内
二
十
四
・
道
さ
て
、
「
ご
自
身
で
出
会
っ
た
自
然
破
岬Ⅱ

叩
外
四
十
二
と
な
っ
て
い
ま
す
（
賛
助
会
壊
は
何
が
あ
り
ま
し
た
か
」
の
問
に
は
叫

岬
員
数
は
道
内
百
二
十
・
道
外
二
百
四
ほ
と
ん
ど
の
方
が
回
答
を
下
さ
っ
て
い
州

師
十
）
。
ま
ず
、
主
催
行
事
と
し
て
は
道
内
ま
し
た
。
河
川
改
修
に
つ
い
て
の
回
答
州

岬
か
ら
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
道
外
か
ら
は
が
目
に
つ
き
ま
す
。
自
衛
隊
の
演
習
が
恥
一宇
一

皿
学
習
会
で
し
た
。
次
に
学
習
会
の
内
容
招
く
自
然
破
壊
を
詳
し
く
レ
ポ
ー
ト
し
Ⅱ

岬
で
す
が
、
法
律
や
行
政
に
つ
い
て
の
学
て
下
さ
っ
た
方
も
居
ま
し
た
。

Ⅷ
習
会
の
希
望
が
一
番
多
く
、
道
外
の
方
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
し
て
Ⅷ

皿
か
ら
は
生
活
の
仕
方
に
つ
い
て
の
学
習
九
十
年
度
の
活
動
方
針
を
定
め
て
行
き
岬

咋
会
を
希
望
す
る
人
も
同
数
あ
り
ま
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
道
内
の
方
、
特
恥

叩
た
。
つ
ま
り
道
内
賛
助
会
員
の
方
は
法
に
札
幌
近
郊
の
方
は
代
表
者
会
議
に
い
唖

岬
律
や
行
政
の
解
説
を
中
心
と
し
た
シ
ン
ら
っ
し
や
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
”

帥
ポ
ジ
ウ
ム
を
望
ま
れ
、
道
外
の
方
峨
学
か
。
直
に
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
出
岬

叩
習
会
を
通
し
て
新
し
い
暮
し
方
を
つ
か
来
ま
す
し
、
人
の
輪
も
広
が
り
ま
す
。
仙

叩
も
う
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
リ
ゾ
そ
れ
か
ら
東
京
と
関
西
で
の
催
事
を
行
州

岫
－
卜
開
発
の
現
地
で
あ
る
北
海
道
と
、
な
う
こ
と
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
岬

州
「
自
然
」
が
手
近
に
な
い
本
州
大
都
市
す
。
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
よ
う
に
東
京
と
Ⅷ

剛
圏
の
あ
い
だ
で
の
一
一
ｌ
ズ
の
違
い
を
感
北
海
道
の
関
係
が
問
わ
れ
る
問
題
が
現
州

Ⅲ
じ
ま
し
た
。

在
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
本
州
岬

に
．
次
に
会
報
の
内
容
で
す
が
、
道
内
。
方
面
で
の
北
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
も
考
え
州

Ⅷ
道
外
と
も
に
各
地
の
自
然
破
壊
の
レ
ポ
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

－
卜
を
希
望
す
る
声
が
大
き
く
、
法
（
事
務
局
）
州

州
律
・
施
策
の
解
説
が
そ
れ
に
続
き
ま
す
。

叩
Ⅱ

舌
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三
二
三
。
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三
三
二
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三
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画
画
口
昌
弓
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・
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・
・
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三
目
目
呂
図
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目
三
男
旨
■
砺
．
・
・
言
】
］
目
】
目
■
■
■
弓
呂
二
三
■
■
四
三
呂
二
冒
■
■
目
二
三
三
薑
■
■
■
話
三
三
二
■
■
■
三
二
三
二
■
■
、

､＝

放
射
性
廃
乗
物
に
対
す
る
安
全
の
確
立
な
ど
を
図
っ

て
進
め
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
今
後
の
無

限
で
無
公
害
の
高
速
増
殖
炉
や
核
融
合
発
電
な
ど
に

も
開
発
努
力
を
す
べ
き
と
考
え
る
。
泊
原
発
は
現
在

一
号
機
は
極
め
て
安
全
に
し
か
も
順
調
に
運
転
さ
れ

て
お
り
、
安
全
の
確
保
を
一
厨
進
め
て
行
く
べ
き
と

考
え
て
い
る
。
幌
延
の
計
画
に
つ
い
て
は
慎
重
に
対

処
す
べ
き
と
考
え
る
。

７
国
有
林
問
題
に
つ
い
て

ご
質
問
の
通
り
、
現
状
で
の
国
有
鉢
事
業
は
赤
字

収
支
と
な
っ
て
お
り
、
当
面
は
、
国
庫
負
担
な
ど
所

要
の
措
置
は
当
然
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
し
か

し
《
長
期
的
に
は
国
の
省
庁
の
在
り
方
な
ど
が
検
討

さ
れ
て
、
恒
久
的
な
対
処
策
に
つ
い
て
も
環
境
の
保

全
の
観
点
か
ら
具
体
的
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
。

８
自
然
保
護
政
策
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
公
害
問
題
で
の
水
俣
病
や
、
イ
タ
イ

イ
タ
イ
病
な
ど
を
深
く
反
省
し
、
地
球
環
境
問
題
へ

の
対
処
フ
ロ
ン
ガ
ス
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
減
少
、

温
室
化
問
題
さ
ら
に
現
在
、
道
や
一
部
自
治
体
で

の
条
例
で
対
処
し
て
い
る
環
境
影
響
評
価
法
の
制
定

で
法
律
に
よ
る
対
処
策
な
ど
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
。

以
上

(“

日高山脈ポスター
(:63cm×ﾖ60cm)

¥500(送料込）
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一
月
の
終
わ
り
に
北
海
道
大
学
探
検
部

の
三
名
で
恵
庭
岳
に
行
き
ま
し
た
。
十
八

年
前
に
行
わ
れ
た
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

滑
降
コ
ー
ス
が
今
ど
ん
な
姿
に
な
っ
て
い

る
の
か
観
る
た
め
で
す
。
恵
庭
岳
に
コ
ー

ス
を
新
設
す
る
こ
と
は
支
笏
洞
爺
国
立
公

園
の
森
林
を
伐
採
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、

道
自
然
保
護
協
会
が
重
大
問
題
と
し
て
取

〆

曜侭趾．旬

醗
眠

A識 Ｌ
ｑ
“

X
↑
齢

鴉

霊

一

左のコースが女子滑降コース、右が男子、 1980年撮影

会
と
自
然
保
護
の
〃
両
立
″
が
図
ら
れ
た

わ
け
で
す
。
当
時
の
国
の
国
立
公
園
観
、

自
然
保
誰
を
知
る
う
え
で
、
恵
庭
岳
に
滑

降
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び

そ
の
事
後
処
理
の
あ
り
方
は
重
要
な
参
考

資
料
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

り
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
大
会
終
了
後
に

全
施
設
を
撤
去
し
、
砂
防
工
事
や
植
林
作

業
を
行
い
、
元
の
森
林
が
回
復
す
る
よ
う

に
努
力
す
る
こ
と
を
条
件
に
コ
ー
ス
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
℃
国
立
公
園
で
の
国
際
大

男
子
ゴ
ー
ル
ハ
ウ
ス
跡
地
か
ら
見
る
男
子

コ
ー
ス
は
ゲ
レ
ン
デ
の
よ
う
だ

〆

急コースの森林回復は遅い、土砂止めブロックが設置される

－16－



さ
て
、
一
月
二
十
八
に
男
子
滑
降
コ
ー

ス
の
標
高
五
百
ｍ
ま
で
行
き
ま
し
た
。
ち

ょ
う
ど
支
笏
湖
を
正
面
に
し
た
急
斜
面
を

登
り
き
っ
た
地
点
で
す
。
急
斜
面
は
写
真

で
見
る
よ
う
に
、
カ
ン
嘩
〈
が
所
々
列
状
に

生
え
る
程
度
で
、
回
復
の
困
難
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。
樹
高
は
三
～
四
ｍ
く
ら
い
で

し
た
。五

○
○
ｍ
よ
り
上
の
緩
斜
面
に
は
ト
ド

マ
ッ
。
カ
ン
パ
が
交
互
に
植
え
ら
れ
て
、

ト
ド
マ
ッ
ば
三
ｍ
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
男
子
ゴ
ー
ル
ハ
ゥ
ス
の
周

辺
は
シ
ラ
カ
ン
ゞ
ハ
一
色
ま
た
は
ケ
ャ
マ
ハ

ソ
ノ
キ
一
色
の
林
を
形
成
し
て
い
て
、
高

さ
も
四
ｍ
を
超
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

緑
の
回
復
は
二
十
年
と
い
う
短
い
時
間

で
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一
ケ
タ

必
要
な
気
の
長
い
自
然
の
仕
事
で
あ
る
こ

と
を
今
回
現
地
に
行
っ
て
実
感
し
ま
し

た
。
（
宇
仁
義
和
）

参
考
文
献
・
林
業
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ッ
一
恵
庭
岳
滑
降
協
議
場
復
原
工
事
調
査

２

報
告
書
』
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一
毒
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念

》
『
，

‐

■
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鼻
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軍需錘

‐

も
も

コースからのW樫は素晴らしいが

○
道
内
リ
ゾ
ー
ト
構
想
「
没
個
性
」

道
内
で
は
全
二
百
十
二
市
町
村
の
約
半
分
に
当

た
る
百
市
町
村
に
百
十
六
件
の
開
発
計
画
が
あ
る

こ
と
が
十
一
月
六
日
、
道
の
調
査
に
よ
り
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
ス
キ
ー
場
・
ゴ
ル
フ
場
・

ホ
テ
ル
の
「
三
点
セ
ッ
ト
」
を
核
と
す
る
似
通
っ

た
構
想
が
三
十
に
も
上
る
。

（
十
一
月
七
日
）

○
市
役
所
ぐ
る
み
で
紙
パ
ッ
ク
回
収

旭
川
市
は
ゴ
ミ
減
量
と
森
林
の
保
護
の
た
め
、

市
役
所
ぐ
る
み
で
職
員
が
飲
ん
だ
牛
乳
な
ど
の
紙

パ
ッ
ク
回
収
を
十
一
月
二
十
日
か
ら
取
り
く
む
。

（
十
一
月
八
日
）

○
タ
ン
チ
ョ
ウ
〃
り
ン
グ
プ
ル
〃
飲
む

釧
路
・
鶴
居
村
で
死
ん
だ
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
胃
の

中
か
ら
空
き
缶
の
フ
ク
（
リ
ソ
グ
プ
ル
）
が
大
麓

に
見
つ
か
っ
た
。

（
十
一
月
十
一
日
）

○
タ
ン
チ
ョ
ウ
〃
リ
ン
グ
プ
ル
禍
″
道
が
実
態
調

査
へ釧

路
・
鶴
居
村
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
胃
の
中
か
ら

大
量
の
空
き
缶
の
ブ
タ
（
リ
ン
グ
プ
ル
）
が
見
つ

か
っ
た
問
題
で
、
道
は
十
一
月
十
一
日
、
実
態
調

査
を
行
な
う
方
針
を
固
め
た
。
な
お
、
リ
ン
グ
プ

ル
方
式
幟
西
ド
イ
ツ
で
は
全
面
禁
止
、
ア
メ
リ
カ

で
も
五
分
の
三
の
州
で
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。

（
十
一
月
十
一
日
）

○
第
九
回
ヒ
グ
マ
の
会
発
表
会
開
催

切
り
抜
き し

道
内
、
外
か
ら
の
研
究
者
百
二
十
人
が
参
加
し

て
「
人
間
生
活
と
ヒ
グ
ご
を
テ
ー
マ
に
同
会
が

十
一
日
か
ら
槍
山
・
上
ノ
国
町
で
始
っ
た
。

（
十
一
月
十
二
日
）

○
湿
原
で
の
乗
馬
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
研
究
会
発
足

釧
路
湿
原
国
立
公
園
で
の
馬
の
本
格
利
用
策
を

探
る
環
境
庁
の
研
究
会
が
十
三
日
に
発
足
し
た
。

こ
れ
は
馬
を
使
っ
た
公
園
利
用
の
事
業
化
に
意
欲

を
見
せ
る
環
境
庁
釧
路
湿
原
国
立
公
園
管
理
事
務

所
の
呼
び
か
け
で
始
っ
た
。

（
十
一
月
十
五
日
）

○
ヒ
グ
マ
と
の
ル
ー
ル
観
光
客
用
パ
ン
フ
に

知
床
自
然
保
護
教
育
研
究
会
で
は
知
床
を
訪
れ

る
観
光
客
に
ヒ
グ
マ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の

パ
ン
フ
『
ペ
ア
ー
カ
ソ
ト
リ
Ｉ
シ
レ
ト
コ
』
を

作
製
し
た
。
九
十
年
春
か
ら
ホ
テ
ル
・
観
光
案
内

所
な
ど
で
配
布
す
る
。

（
十
二
月
四
日
）

○
台
所
か
ら
雑
排
水
対
策

環
境
庁
の
有
識
者
検
討
会
は
生
活
雑
排
水
へ
の

取
り
組
承
方
針
を
ま
と
め
た
。
し
尿
と
雑
排
水
を

同
時
に
処
理
で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
促

進
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
推
進
計
画
づ
く
り
を
提

言
、
住
民
の
協
力
も
求
め
て
い
る
。
同
庁
は
水
質

汚
濁
防
止
法
改
正
案
を
次
期
通
常
国
会
に
提
出
す

る
。

（
十
二
月
五
日
）

○
ウ
ト
ナ
イ
湖
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
指
定
に
意
欲

鳥
越
苫
小
牧
市
長
は
七
日
開
い
た
市
議
会
で
、

ウ
ト
ナ
イ
湖
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
指
定
に
つ
い

て
「
道
と
協
議
し
な
が
ら
国
に
（
指
定
を
）
働
き

か
け
た
い
」
と
表
明
し
た
。
道
内
で
は
釧
路
湿
原
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と
宗
谷
・
浜
頓
別
の
ク
ッ
チ
ャ
ロ
湖
が
指
定
さ
れ

て
い
る
。

（
十
二
月
八
日
）

○
道
森
林
審
、
リ
ゾ
ー
ト
関
連
申
請
諮
問
通
り
に

罷
め
る

道
森
林
審
議
会
（
小
関
隆
蔵
会
長
）
が
七
日
開

か
れ
、
八
十
九
年
に
知
事
か
ら
諮
問
さ
れ
た
リ
ゾ

ー
ト
開
連
林
地
開
発
と
保
安
林
指
定
解
除
の
申
請

は
合
計
二
十
件
で
対
象
面
積
は
約
一
千
鯵
に
上

り
、
い
ず
れ
も
諮
問
通
り
認
め
た
こ
と
を
報
告
し

た
。

（
十
二
月
八
日
）

○
二
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
夢
と
消
え
…

六
月
に
旭
川
市
で
死
体
で
発
見
さ
れ
た
カ
ワ
ウ

ソ
に
つ
い
て
旭
川
市
旭
山
動
物
園
は
十
四
日
、
道

内
の
専
門
家
に
よ
る
検
討
の
結
果
と
し
て
①
野
生

の
も
の
で
な
く
、
飼
育
さ
れ
て
い
た
②
ニ
ホ
ン
カ

ワ
ゥ
ソ
か
ど
う
か
は
判
定
で
き
な
い
、
と
の
調
査

報
告
を
発
表
し
た
。

（
十
二
月
十
四
日
）

○
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
規
制
を
強
化

中
央
公
害
対
策
審
議
会
（
和
達
清
夫
会
長
）
は

二
十
二
日
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
Ｎ
Ｏ
２
削
減
を
五

年
以
内
、
十
年
以
内
の
二
段
櫛
え
で
、
大
型
車
は

現
行
よ
り
三
八
％
、
乗
用
車
も
五
六
％
削
減
、
発

ガ
ン
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
疑
い
の
あ
る
粒
子
状

物
質
も
新
た
に
規
制
す
る
、
と
い
う
答
申
を
ま
と

め
環
境
庁
長
官
に
提
出
し
た
。

○
省
資
源
型
に
転
換
を
、
九
○
年
版
環
境
白
密

環
境
庁
は
九
○
年
版
環
境
白
醤
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

多
消
饗
型
の
社
会
構
造
を
改
め
、
省
資
源
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
型
に
転
換
す
る
こ
と
が
日
本
に
課
せ
ら

れ
た
重
要
テ
ー
マ
と
強
調
、
現
状
の
化
石
燃
料
に

依
存
し
た
産
業
樵
造
か
ら
の
脱
却
と
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
投
資
の
促
進
を
強
く
打
ち
出
す
方
針
を

決
め
た
。

（
一
月
六
日
）

○
知
床
森
林
セ
ン
タ
ー
完
成

八
九
年
三
月
の
斜
里
営
林
署
廃
止
に
と
も
な
っ

て
発
足
し
た
知
床
森
林
セ
ン
タ
ー
と
清
里
営
林
署

斜
里
営
林
事
務
所
の
合
同
庁
舎
が
ほ
ぼ
完
成
、
下

旬
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
た
森
林
の
管
理
、
利
用

と
林
業
の
理
解
増
進
が
狙
い
。

（
一
月
八
日
）

○
隠
れ
た
世
界
的
動
物
採
築
家
に
光

苫
小
牧
市
教
委
は
同
市
植
苗
に
住
象
、
鳥
類
を

中
心
に
わ
が
国
の
動
物
分
類
学
の
発
展
を
陰
で
支

え
な
が
ら
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い

世
界
的
動
物
採
集
家
、
故
折
居
彪
二
郎
氏
の
業
繊

に
光
を
当
て
る
た
め
、
資
料
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

同
市
立
図
雷
館
に
常
設
す
る
な
ど
、
近
く
準
備
を

始
め
る
。

（
一
月
八
日
）

○
道
、
環
境
保
全
に
強
化
策
「
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
」
段
立
へ

道
は
、
道
公
害
防
止
研
究
所
を
抜
本
的
に
改
組

し
、
他
の
研
究
機
関
や
保
健
環
境
部
の
機
構
も
一

部
見
直
し
た
新
組
織
「
北
海
道
環
境
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
」
（
仮
称
）
設
立
の
検
討
に
入
っ
た
。
九
○

年
度
中
に
機
構
改
革
案
を
固
め
、
そ
れ
以
降
に
発

足
さ
せ
た
い
考
え
。

○
夕
張
岳
開
発
、
道
が
「
否
定
見
解
」

道
の
栗
村
幸
雄
保
健
環
境
部
長
は
道
議
会
で
国

一

土
計
画
が
夕
張
岳
ス
キ
ー
場
を
計
画
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
「
道
立
公
園
内
の
（
原
則
と
し
て
開
発

行
為
を
認
め
な
い
）
第
一
種
特
別
地
域
に
か
か
る

部
分
が
あ
れ
ば
、
開
発
は
認
め
な
い
」
と
の
方
針

を
初
め
て
示
し
た
。

（
一
月
十
日
）

○
環
境
保
全
基
金
を
創
設
へ

地
球
規
模
の
環
境
問
題
か
ら
交
通
公
害
な
ど
の

身
近
な
公
害
問
題
ま
で
、
地
域
が
取
り
組
む
環
境

保
全
活
動
を
支
援
す
る
「
地
球
環
境
保
全
基
金
」

を
都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

ず
つ
設
け
る
こ
と
が
決
っ
た
。

（
一
月
十
日
）

○
ト
ド
退
治
で
大
同
団
結
、
後
志
岩
内
湾

岩
内
湾
周
辺
で
近
年
に
わ
か
に
出
没
が
目
立
ち

始
め
た
ト
ド
を
退
治
し
よ
う
、
と
沿
岸
の
四
漁
協

な
ど
が
協
力
、
地
元
の
ハ
ソ
タ
ー
の
手
を
借
り
て

近
く
大
が
か
り
な
駆
除
に
乗
り
出
す
。（

一
月
十
日
）

○
野
性
生
物
保
腫
全
面
見
直
し

シ
マ
フ
ク
ロ
ゥ
な
ど
国
内
の
動
植
物
一
千
五
百

種
余
り
が
生
息
環
境
の
悪
化
で
絶
滅
の
危
機
に
見

舞
わ
れ
て
い
る
が
、
環
境
庁
は
こ
れ
ら
の
保
護
管

理
に
万
全
を
期
す
た
め
「
野
性
動
植
物
保
護
法
」

（
仮
称
）
の
新
規
立
法
を
含
む
総
合
的
な
施
策
の

検
討
、
見
直
し
に
乗
り
出
し
た
。
同
庁
は
近
く
検

討
会
を
発
足
さ
せ
た
後
、
自
然
環
境
保
全
審
議
会

の
答
申
を
得
て
九
一
年
、
関
係
法
案
を
国
会
に
提

出
す
る
方
針
。

（
一
月
十
四
日
）

○
生
息
数
は
前
年
並
み
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鯛
査

道
は
一
月
二
十
六
日
に
実
施
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ

一

○お知らせ

90年度第1回代表者会議を行います
日時4月8日⑧午前10時～午後3時

会場札幌市北区民センター（北区北25西6 757-3511）

どうぞ、一度いらして下さい。

○お願い90年度賛助会費を納入ください。
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の
生
息
数
調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
生
息
数
は

四
百
四
十
一
羽
で
八
九
年
十
二
月
の
一
斉
調
査
よ

り
八
十
五
羽
増
え
た
。

（
二
月
九
日
）

○
国
有
林
売
却
、
同
営
林
局
現
役
鯛
査
官
が
批
判

爺
文
出
版

「
小
樽
サ
ン
ク
チ
ュ
ァ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
小
樽

市
長
橋
な
え
ぼ
の
国
有
林
が
同
市
の
都
市
公
園
用

に
売
却
さ
れ
る
問
題
で
、
道
営
林
局
の
現
役
の
調

査
官
が
、
計
画
を
真
正
面
か
ら
批
判
す
る
論
文
を

出
版
し
た
。
「
今
回
の
公
園
化
が
森
に
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
自
然
破
壊
を
招
く
の
は
確
実
で
、
赤
字

対
策
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
た
土
地
の
切
り
売
り
は

許
せ
な
い
」
と
手
厳
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

同
論
文
は
野
性
生
物
情
報
セ
ン
タ
ー
冠
○
一

一
・
七
三
七
・
七
八
四
一
の
『
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ

レ
ポ
ー
ト
』
恥
ｕ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
二
月
十
四
日
）

○
ヒ
グ
マ
・
エ
ゾ
シ
カ
全
道
鯛
査
、
道
予
算
案

ヒ
グ
マ
と
エ
ゾ
シ
ヵ
の
個
体
調
査
が
新
規
事
業

と
し
て
道
予
算
案
に
組
糸
こ
ま
れ
た
。
九
十
年
度

は
千
二
百
万
門
の
予
算
で
調
査
方
法
の
検
討
を
専

門
機
関
に
業
務
委
託
、
九
一
年
度
か
ら
実
際
の
調

査
に
取
り
か
か
る
。

（
二
月
二
十
一
日
）

○
道
有
林
に
一
般
会
計
か
ら
負
担
金

道
の
九
○
年
度
予
算
案
で
、
赤
字
が
続
い
て
い

る
道
有
林
野
事
業
会
計
に
一
般
会
計
か
ら
負
担
金

を
初
め
て
繰
り
入
れ
る
。
新
年
度
は
一
億
八
千
二

百
万
円
を
繰
り
入
れ
る
が
、
単
年
赤
字
は
二
十
四

億
一
千
万
円
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

（
二
月
二
十
一
日
）

○
「
都
市
と
自
然
」
蜘
脳
・
脳
・
剛

〒
瓢
大
阪
市
北
区
豊
崎
二
丁
目
四
一
五

岸
本
ビ
ル
２
Ｆ

㈹
大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会

○
一
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
報
』
恥
測
・
剛

〒
川
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
一
四
三

丸
ピ
ル
鰯

側
観
光
資
源
保
謹
財
団

○
「
く
ら
し
を
洗
う
」
池
８
．
９

〒
剛
札
幌
市
中
央
区
北
四
西
十
二

ほ
く
ろ
う
ピ
ル
１
Ｆ

く
ら
し
を
洗
う
１
さ
つ
ぼ
ろ
市
民
癒
弦
鯉
云

○
『
し
じ
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ニ
ュ
ー
邑
的
廻
月

〒
剛
松
江
市
西
津
田
一
丁
目
五
一
十
七

平
井
芳
江
方

し
じ
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

○
『
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
恥
両

〒
期
長
野
県
茅
野
市
玉
川
二
二
六
二

大秀水飯佐

会
報
・
寄
贈
図
書

原岳野田藤

寄
雅荘裕陽蓋
樹 子一子

）

７
１

付
金

五

二○三二三
、 、 ､ ､ . 、

○○○○○
○○○○○
○○○○○
円円円円円

炉
辺
社
原
伊
市
方

○
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
』
叱
叩
・
柵

〒
Ｗ
三
重
県
鳥
羽
市
浦
村
町
大
吉
一
七
三

二
十
一

Ｓ
Ｏ
Ｓ
運
動
本
部
海
の
博
物
館

○
「
自
然
観
察
会
会
報
」
恥
％

〒
１
側
東
京
都
新
宿
区
四
谷
二
一
四

大
久
保
誠
一
方

自
然
観
察
会

○
「
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
」
恥
的

〒
剛
札
幌
市
中
央
区
北
三
西
十
一

加
森
ピ
ル
５
６
Ｆ

㈱
北
海
道
自
然
保
護
協
会

○
『
葛
根
田
原
生
林
か
ら
の
通
信
』
恥
ｕ

〒
伽
盛
岡
市
梨
木
町
四
一
三
十
白
藤
方

八
幡
平
の
葛
根
田
ブ
ナ
原
生
林
を
守
る
会

○
『
出
羽
三
山
の
自
然
を
守
る
会
だ
よ
り
』
恥
妬

〒
卿
懲
岡
市
本
町
二
丁
目
十
一
九
鈴
木
方

出
羽
三
山
の
自
然
を
守
る
会

○
『
石
川
の
自
然
』
恥
珊

〒
Ⅷ
金
沢
市
三
馬
二
十
四
荒
木
孝
三
方

石
川
県
自
然
保
謹
協
会

○
「
日
高
新
聞
』
恥
銘

〒
鰯
‐
Ⅲ
沙
流
郡
平
取
町
二
風
谷
山
道
康
子

方沙
流
を
守
る
会

○
「
知
床
自
然
情
報
」
恥
加
・
皿

〒
剛
‐
紐
斜
里
町
字
岩
宇
別
剛

自
然
ト
ピ
ァ
し
れ
と
こ
管
理
財
団

知
床
自
然
セ
ン
タ
ー

○
『
Ｏ
ｉ
ｋ
Ｏ
皇
伽
８

〒
剛
東
京
都
世
田
谷
区
三
軒
茶
矢
二
四

〔

十
一
十
四

太
子
堂
ハ
イ
ム
剛

オ
ィ
コ
ス
事
務
所
Ｏ
ｉ
ｋ
ｏ
ｓ
編
集
部

○
『
宮
城
の
自
然
観
察
』
的
・
冬

〒
蝿
塩
釜
市
梅
の
宮
十
一
二
七

宮
城
県
自
然
観
察
指
導
員
連
絡
会

○
「
承
ど
り
の
新
聞
』
恥
汚

〒
伽
文
京
区
本
駒
込
二
二
十
一
七

１
日
本
み
ど
り
の
連
合

○
『
か
わ
う
そ
通
信
』
恥
０
～
４
，
６

〒
脳
渋
谷
区
広
尾
三
一
四
一
二
五
四
○

田
辺
方

ニ
ホ
ン
ヵ
ワ
ゥ
ソ
友
の
会

○
「
湘
南
国
際
村
」
関
係
資
料

〒
剛
横
須
賀
市
平
作
町
五
一
三
一
二
十

柴
田
方

三
浦
半
島
自
然
保
繊
の
会

○
『
北
海
道
自
然
環
境
保
全
指
針
」

北
海
道
保
健
環
境
部
自
然
保
護
課

○
『
北
海
道
環
境
影
響
評
価
条
例
関
係
例
規
集
』

北
海
道
保
健
環
境
部
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蕊溌識蕊黙篭議認

|1日～3月12E
垂冒璽亙簿Z琴遍爾唖罠索需舌鍵譲活動の言

●

12月30日

1月17日

1月20日

公開質問状発送

ゴルフ場凍結を求める署名・通信

89－9発送（加盟団体）
カンバンづくり

事務所もよう変え

改装パーティー

道央地区勤労者山岳連盟総会であ
いさつ、ゴルフ場凍結を求める署

名の街頭署名(GMネットワーク

と共同）

ゴルフ場凍結を求める署名発送
（道内賛助会員・加盟団体）

『北の自然』43号発送

事務局会（講演打合せ）
講演会・神原昭子氏、北海道ゴル

フ場問題情報ネットワーク（略称

GMネットワーク）の発足

新年会

GMネットワークと署名の原稿づ

くり

コピー機設置（室蘭岳の自然を守

る会代表の二井田氏より寄贈）

90年年頭アンケートの集計

常務委員会(札幌市｢緑の審議会」

の委員に中野徹三氏を推薦）

2月10日

2月16日

2月18日

3月4日

3月7日

3月11日2月2日

2月3日

3月12日2月6日

2月7日
…

○
ゴ
ル
フ
場
の
場
所
を
五
万
図
に
落
す
作
業
を
つ

づ
け
ま
し
た
。
広
島
町
の
地
図
に
は
ァ
然
と
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

○
札
幌
の
南
に
つ
づ
く
丘
陵
地
帯
は
ト
ド
マ
ッ
・

カ
ラ
マ
ツ
の
植
林
地
か
雑
木
林
、
そ
う
で
な
け
れ
ば

自
衛
隊
の
演
習
場
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

ゴ
ル
フ
場
が
急
増
し
て
い
る
の
は
、
な
ん
で
も
な
い

ヤ
ブ
山
の
「
有
効
利
用
」
な
の
で
し
ょ
う
。
自
由
な

空
間
を
な
く
し
、
目
的
別
に
地
域
を
区
分
け
す
る
流

れ
は
ま
だ
続
く
の
で
し
ょ
う
か
。

○
毎
週
水
曜
日
の
夜
に
人
が
少
し
だ
け
れ
ど
事
務

所
に
集
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
新
入

生
も
加
え
て
資
料
づ
く
り
を
行
う
つ
も
り
で
す
。
と

に
か
く
〃
目
的
″
が
判
り
に
く
い
自
然
保
護
連
合
で

す
が
、
事
務
局
の
機
能
は
資
料
づ
く
り
と
情
報
の
提

供
と
し
て
充
実
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

（
宇
仁
）

事編代発

一
九
九
○
年
三
月
十
五
日

行
者
北
海
道
自
然
保
護
連
合

表
稲
田
孝
治

集
者
宇
仁
義
和

務
所
札
幌
市
東
区
北
二
十
条
東
一
丁
目

前
田
ビ
ル
二
○
三
号

電
話
（
叩
）
七
四
二
’
三
一
六
一

振
替
口
座
小
樽
一
’
四
○
七
一

賛
助
会
員
年
間

一
口
三
、
○
○
○
円

北
の
自
然
隔
月
発
行

印
刷
北
海
道
機
関
紙
印
刷
所

…

登山

キャンピング

カヌー

アウトドア用品

傷

。7

秀岳狂曲り倉継遂･山媚秀缶訂土
営業時間/AM10:00～M7:00定休日／毎週月曜日

札幌本店札幌市北区北12条西3丁目金（011)726-1235
旭川店旭川市7条8丁目左2号壷(0166)23-3416

（専用駐車場完備）
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